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風
薫
る
五
月
は
、
青
葉
若
葉
が
紺
青
の
空
に
照
り

映
え
、
生
命
の
躍
動
感
に
心
踊
る
季
節
で
す
。

学
校
で
は
新
年
度
の
喧
騒
か
ら
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
、
学
期
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
若
者

や
子
ど
も
が
集
い
、
生
き
生
き
と
学
ぶ
様
子
は
、
地

域
社
会
に
成
長
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

さ
る
二
月
七
日
、
お
そ
ら
く
は
世
界
で
初
め
て
と

い
え
る
画
期
的
な
構
想
を
発
表
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
高

槻
駅
前
に
三
十
階
建
て
の
超
高
層
学
舎
を
建
設
し
、

幼
稚
園
・
小
学
校
か
ら
大
学
院
ま
で
の
一
貫
教
育
、

さ
ら
に
は
生
涯
学
習
ま
で
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
本
法
人
に
と
っ
て
、
メ
イ
ン
の
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
、
既
存
の
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
加
え
て
三
番

目
の
本
格
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で

の
教
員
が
相
互
に
連
携
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

で
き
る
人
材
の
養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
幼
稚
園
や
小

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
、
英
語
の
授
業
を
組
み
込

ん
だ
り
、
お
花
、
お
茶
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
り
、

中
学
校
や
高
等
学
校
で
は
一
部
の
科
目
に
つ
い
て
英

語
で
授
業
を
行
う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
に
お
い
て
は
従
来
の
使
命
（
文
明

の
継
承
、
知
の
創
造
、
人
格
の
陶
冶
）
に
加
え
て
、

社
会
貢
献
と
い
う
視
点
で
地
域
と
の
共
生
や
世
界
の

人
び
と
に
貢
献
で
き
る
学
問
領
域
を
取
り
入
れ
た
、

例
え
ば
防
災
や
環
境
な
ど
に
関
す
る
新
学
部
の
設
置

も
構
想
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
市
民
向
け
講
座
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

全
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
授
業
を
開

講
し
ま
す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
、
市

民
に
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

高
槻
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
「
安
全
・
安
心
の
街

づ
く
り
」
に
貢
献
す
る
た
め
、
防
災
機
能
を
満
載
し

た
施
設
を
設
置
し
ま
す
。
ビ
ル
の
屋
上
に
は
ヘ
リ
ポ

ー
ト
を
設
置
し
、
体
育
館
は
、
屋
上
に
耐
震
プ
ー
ル

を
設
置
し
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
防
災
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

今
日
ほ
ど
学
校
と
地
域
の
共
生
が
意
識
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
を
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に

す
る
こ
と
で
、
地
域
に
活
力
が
も
た
ら
さ
れ
た
実
践

例
に
は
枚
挙
に
遑
（
い
と
ま
）
が
あ
り
ま
せ
ん
。
学

校
を
起
点
と
し
て
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

輪
が
広
が
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
か
け
る
出

来
事
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
四
年
前
の
大
阪
教
育
大

学
附
属
池
田
小
学
校
事
件
を
始
め
と
す
る
学
校
現
場

で
の
一
連
の
凶
悪
犯
罪
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
、

ど
れ
も
痛
ま
し
く
、
衝
撃
的
で
言
葉
を
失
う
ば
か
り

で
す
。

し
か
し
、
単
に
門
戸
を
閉
ざ
す
だ
け
で
は
物
事
は

解
決
し
ま
せ
ん
。
生
徒
の
安
全
と
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
と
の
相
反
す
る
要
請
を
両
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
、
生
徒
の
安

全
を
確
立
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
の
幼
稚
園
、
中
学
校
、
高
校
で
は
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
し
て
、
委
託
会
社
の
警
備
体
制
に
よ
り
不
法
侵

入
を
防
ぎ
ま
す
。

さ
ら
に
登
下
校
時
に
お
け
る
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
安
全
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

学
校
は
、
上
杉
鷹
山
の
興
譲
館
、
小
林
虎
三
郎
の

国
漢
学
校
な
ど
、
い
つ
の
時
代
も
地
域
社
会
に
と
っ

て
希
望
の
灯
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
を

切
り
拓
く
礎
で
あ
り
ま
す
。
世
代
間
の
交
流
を
通
じ

て
相
互
の
理
解
が
進
み
ま
す
。
地
域
と
の
交
流
に
よ

り
生
き
た
教
材
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
、
常
々
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
環
境
に
お
い

て
高
い
評
価
を
勝
ち
取
る
こ
と
の
で
き
る
「
強
い
関

西
大
学
」
を
標
榜
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
強
い

関
大
は
優
し
く
思
い
や
る
関
大
で
も
あ
り
ま
す
。

自
己
の
尊
厳
を
大
切
に
で
き
る
こ
と
。
そ
こ
か

ら
、
家
族
や
友
達
を
大
切
に
思
い
、
さ
ら
に
地
域
、

社
会
、
日
本
、
そ
し
て
世
界
を
大
切
に
思
う
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
真
の
エ
リ
ー
ト
と
は
、
試
練
に
満

ち
た
厳
し
い
現
実
社
会
に
適
応
し
、
か
つ
、
社
会
に

役
立
て
る
人
を
言
い
ま
す
。

私
は
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
育
つ
学
校
空
間
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
学
生

の
卒
業
旅
行
で

沖
縄
へ
行
く
と

き
に
、
久
し
ぶ

り
に
飛
行
機
に

乗
っ
た
。
物
理

学
的
に
は
飛
行

機
は
飛
ぶ
の
が

当
然
か
も
し
れ

な
い
が
、
や
は
り
空
中
に
浮
か

ん
で
い
る
の
は
、
少
し
奇
妙
な

気
分
だ
▼
も
ち
ろ
ん
、
飛
行
機

に
は
、
機
体
に
穴
が
開
い
て
も

す
ぐ
に
は
落
ち
な
い
よ
う
な
、

フ
ェ
イ
ル
・
セ
ー
フ
が
備
え
て

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
う
ま

く
働
か
す
に
は
、
日
頃
の
整

備
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
か
か
せ

な
い
▼
新
世
代
の
旅
客
機
の
よ

う
に
、
新
し
い
も
の
を
作
る
こ

と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
技

術
的
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
大
き
く
、
現
在
の
社
会
を
牽

引
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の

点
か
ら
見
る
と
、
現
在
あ
る
も

の
を
大
事
に
使
っ
て
い
こ
う
と

い
う
の
は
、
あ
る
種
の
反
時
代

的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て

い
る
▼
こ
の
ご
ろ
は
、
服
を
繕

い
、
体
形
に
合
わ
せ
て
仕
立
て

直
し
つ
つ
長
く
着
る
こ
と
も
な

く
な
っ
て
き
た
。
た
だ
、
大
規

模
な
機
械
や
設
備
は
、
嫌
に
な

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に

捨
て
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ

と
が
ユ
ー
ザ
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に
、
不

断
の
し
か
も
長
期
に
わ
た
る
適

応
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要

と
さ
れ
る
。
新
し
い
も
の
を
作

る
こ
と
に
よ
っ
て
創
造
の
問
題

は
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
始
ま

る
の
で
あ
る
。（

齊
藤

了
文
）

２

面

夏
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付
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学校法人関西大学 理事長 森本 靖一郎

試
練
の
時
代
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学
校
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希
望
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新新
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学位取得�

名
誉
教
授
の
称
号

名
誉
教
授
の
称
号

名名
誉誉
教教
授授
のの
称称
号号

氏
に
贈
る

氏
に
贈
る

氏氏
にに
贈贈
るる

１５１５１１５５

学位記授与式が、３月２３日（水）関西
大学会館４階大集会室で行われ、次の
３４氏に関西大学から学位が授与され
た。
被授与者の学位および博士論文名は

次のとおり。

【課程博士２２人】

〇古木 圭子 ／ 博士（文学）
「Victimization, Sexuality, and Ar-
tistic Vision in Tennessee Wil-
liams」
〇荒井真理亜 ／ 博士（文学）
「上司小剣文学研究」
〇中谷 元宣 ／ 博士（文学）
「谷崎潤一郎文学の研究 ―前・中
期作品を中心に―」
〇熟 美保子 ／ 博士（文学）
「境界領域の世界 ～近世の国際関
係と長崎唐人屋敷・鹿児島琉球館～」
〇森本 幾子 ／ 博士（文学）
「幕末・明治前期における廻船経営と
市場構造」
〇杉村 伸二 ／ 博士（文学）
「漢初郡国制の研究」
〇王 惠珍 ／ 博士（文学）
「龍瑛宗研究―台湾人日本語作家の軌
跡」
〇好並 晶 ／ 博士（文学）
「人民中国「喜劇」映画の研究」
〇野村比加留 ／ 博士（商学）
「戦前日本の消費財産業におけるマー
ケティングに関する実証的研究」
〇高見 仁 ／ 博士（商学）
「自動車産業における負の側面への対
応戦略史 ―企業経営上の負荷的要素
の競争優位への転換過程の研究―」
〇張 松気 ／ 博士（商学）
「Chaebol 企業におけるコーポレート
・ガバナンス研究 ―韓国企業の支配
構造と伝統文化―」
〇妹尾 香織 ／ 博士（社会学）
「援助行動経験が果たす心理・社会的
機能に関する研究」
〇太田 仁 ／ 博士（社会学）
「援助要請態度に関する実証的・実践
的研究」
〇北川 悦司 ／ 博士（情報学）
「知識情報処理技術を用いた３次元モ
デル空間の創出と利用に関する研究」
〇南 佳孝 ／ 博士（情報学）
「CADデータの交換標準に関する研
究」
〇村木 広和 ／ 博士（情報学）
「デジタル測量への知識情報処理技術
の適用に関する研究」
〇古井 秀治 ／ 博士（工学）
「ラジオグラフィ技術を用いた流動層

内ベッドマテリアル拳動に関する研
究」
〇渡邊 裕輔 ／ 博士（工学）
「回転軸系の接触振動に関する研究」
〇有村 英俊 ／ 博士（工学）
「Design of Biodegradable Polylac-
tide―BasedMicrospheres andNano-
spheres Having Charged Surfaces
as Biomaterials」
〇原田美由紀 ／ 博士（工学）
「Studies on Network Arrangement
and Physical Performances of
Epoxy Resins Containing
Mesogenic Groups」
〇小宮 健治 ／ 博士（工学）
「A Study on Degradation Mecha-
nisms of Thin Silicon Dioxide
Films」
〇池田真生子 ／ 博士（外国語教育
学）
「TowardBetter InstructionofEFL
Reading Strategies: An Instruc-
tional Model Based on a Synthe-
sis of Five Empirical Studies」

【論文博士１２人】

〇上田誉志美 ／ 博士（文学）
「志賀重昂の『日本風景論』と国民思
想の形成」
〇湯川 敏治 ／ 博士（文学）
「戦国期公家社会の基礎的研究」
〇一瀬 和夫 ／ 博士（文学）
「大王墓級前方後円墳の研究」
〇徳田 誠志 ／ 博士（文学）
「東日本における古墳文化の研究」
〇小倉 博史 ／ 博士（文学）
「語の有縁性と比喩表現について―フ
ランス語、イタリア語、ルーマニア
語、スペイン語、ポルトガル語におけ
る動物名、植物名、身体部位名、色彩
語、数詞、国籍名、地方名、言語名に
よる比喩表現を中心として―」
〇周 荐 ／ 博士（文学）
「 」
〇石川 雄一 ／ 博士（文学）
「郊外からみた都市圏空間 ―郊外化
・多核化のゆくえ―」
〇金敷 大之 ／ 博士（文学）
「被験者実演課題を用いた行為事象記
憶の研究」
〇富田 知嗣 ／ 博士（商学）
「利益平準化のメカニズム」
〇高橋 志郎 ／ 博士（工学）
「改良型沸騰水型軽水炉における機器
の熱流動評価技術に関する研究」
〇上林 仁司 ／ 博士（工学）
「素形材としての鋳鉄の高信頼性化に
関する研究」
〇森本 浩行 ／ 博士（工学）
「我が国における城郭石垣の形状およ
び構造の歴史的変遷に関する土木史的
研究」

国
際
化
の
進
展
が
グ
ロ
ー
バ

ル
な
レ
ベ
ル
ま
で
達
し
た
今

日
、
優
れ
た
国
際
感
覚
と
行
動

力
を
有
す
る
安
部
誠
治
教
授
が

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
に
引

き
続
き
就
任
し
た
。

安
部
教
授
は
大
阪
市
立
大
学

大
学
院
（
経
営
学
研
究
科
）
の

出
身
で
、
大
学
院
在
学
中
に
パ

リ
（
第
十
）
大
学
に
留
学
の
経

験
も
あ
る
。
母
校
で
助
手
、
専

任
講
師
、
助
教
授
を
歴
任
し
た

後
、
平
成
五
年
に
本
学
商
学
部

に
助
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
、

平
成
六
年
に
教
授
に
昇
任
し

た
。
行
政
面
で
は
将
来
構
想
計

画
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
務
め

て
き
た
。

公
企
業
論
、
非
営
利
組
織
論

専
攻
の
教
授
は
、
公
益
事
業
学

会
、
交
通
学
会
、
交
通
権
学
会

等
に
属
し
、
多
く
の
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
実
績
を
残
し
て
お
り
、

と
く
に
公
益
事
業
学
会
に
お
い

て
は
副
会
長
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
ま
た
、
交
通
の
安
全
性

や
公
共
性
の
問
題
等
に
つ
い
て

も
積
極
的
に
発
言
し
て
お
り
、

マ
ス
コ
ミ
に
も
し
ば
し
ば
登
場

し
、
辛
口
の
論
評
を
し
て
い

る
。
海
外
の
大
学
や
研
究
機
関

と
の
研
究
交
流
も
深
め
て
い

る
。教

授
は
一
期
目
に
お
い
て
、

協
定
校
の
大
幅
な
拡
大
な
ど
本

学
の
新
し
い
国
際
交
流
政
策
の

策
定
に
努
め
た
。
二
期
目
と
な

る
今
期
は
、
そ
の
具
体
化
の
舵

取
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

国際交流センター
所長 安部 誠治

本
年
四
月
一
日
付
で
名
誉
教

授
の
称
号
が
次
の
十
五
氏
に
授

与
さ
れ
た
。

法
学
部

村
井

正

文
学
部

中
山
喜
代
市

文
学
部

藤
善

眞
澄

文
学
部

物
部

晃
二

経
済
学
部

堀
江

義

商
学
部

保
田

芳
昭

社
会
学
部

石
川

啓

社
会
学
部

植
條

則
夫

社
会
学
部

岡
田

至
雄

社
会
学
部

佐
々
木
土
師
二

工
学
部

今
西

茂

工
学
部

西
田

一
彦

外
国
語
教
育
研
究
機
構

鳥
井

克
之

外
国
語
教
育
研
究
機
構

中
島

巖

外
国
語
教
育
研
究
機
構

諸
沢

巖

（
敬
称
略
）

本
学
で
は
、
夏
季
休
業
期
間

の
四
〜
五
週
間
、
以
下
の
五
大

学
で
語
学
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す

る
。こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
き

た
語
学
を
身
に
つ
け
る
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
外
国
の
文
化
や

歴
史
、
生
活
習
慣
や
考
え
方
を

自
分
の
感
性
で
受
け
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は

教
職
員
も
同
行
す
る
た
め
、
現

地
で
も
安
心
し
た
生
活
が
送

れ
、
セ
ミ
ナ
ー
修
了
者
に
は
二

単
位
が
与
え
ら
れ
る
（
入
学
年

度
・
学
部
に
よ
り
単
位
の
取
扱

い
が
異
な
る
の
で
、
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
で
確
認
の
こ
と
）。

応
募
資
格
は
い
ず
れ
の
セ
ミ

ナ
ー
も
「
希
望
語
種
の
学
習
歴

が
あ
る
学
部
、
大
学
院
生
」
で

あ
り
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
、

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
総
合
情
報

学
部
事
務
室
で
五
月
二
十
四
日

ま
で
受
け
付
け
中
。
な
お
、
今

後
の
世
界
情
勢
の
変
化
に
よ
っ

て
は
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
を
中
止

す
る
場
合
も
あ
る
。

【
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
】

実
施
期
間
�
八
月
五
日
〜
九
月

四
日

募
集
人
員
�
二
十
人

参
加
費
用
�
約
四
十
七
万
円

�
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
�

【
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
】

実
施
期
間
�
七
月
三
十
日
〜
九

月
四
日

募
集
人
員
�
三
十
人

参
加
費
用
�
約
四
十
七
万
円

�
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
�

【
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
】

実
施
期
間
�
八
月
二
日
〜
八
月

三
十
一
日

募
集
人
員
�
二
十
人

参
加
費
用
�
約
四
十
万
円

�
大
学
の
寮
に
て
生
活
�

【
復
旦
大
学
】

実
施
期
間
�
八
月
六
日
〜
九
月

四
日

募
集
人
員
�
三
十
人

参
加
費
用
�
約
三
十
万
円

�
研
究
者
用
宿
舎
に
て
生
活
�

【
漢
陽
大
学
校
】

実
施
期
間
�
七
月
三
十
一
日
〜

八
月
二
十
七
日

募
集
人
員
�
二
十
人

参
加
費
用
�
約
二
十
一
万
円

�
大
学
の
寄
宿
舎
他
で
生
活
�

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

�
招
へ
い
研
究
員

◇
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
の
Ｔ
ｈ

ｏ
ｍ
ａ
ｓ
Ｆ
ｒ
ｏ
ｅ
ｓ
ｅ
教
授

が
四
月
六
日
〜
五
月
二
十
日
の

間
、
田
中
成
典
総
合
情
報
学
部

教
授
受
け
入
れ
の
も
と
、「
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
維
持
管
理
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
高
度
な

Ｗ
ｅ
ｂ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
研
究
」
に
関
し
て
、
本
学

教
員
と
共
同
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
研
究
期
間
中
は
関
連
資
料

の
収
集
お
よ
び
他
の
研
究
者
と

交
流
を
図
り
、
講
演
会
を
開
催

す
る
。

◇
国
立
中
山
大
学
（
台
湾
）
の

陳
政
雄
教
授
が
五
月
十
六
日
〜

七
月
三
十
一
日
の
間
、
大
学
院

（
王
耀
鐘
社
会
学
部
教
授
）
受

け
入
れ
の
も
と
、「
失
敗
学
の
観

点
か
ら
み
た
、
日
台
企
業
に
お

け
る
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
比
較
的
研
究
」
に
関
し
て
、

本
学
教
員
と
共
同
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
研
究
期
間
中
は
関
連

資
料
の
収
集
お
よ
び
他
の
研
究

者
と
交
流
を
図
り
、
講
演
会
を

開
催
す
る
。

●
関
西
大
学
名
誉
博
士
称
号
贈

呈
式
お
よ
び
記
念
講
演
会
を
開

催
五
月
十
六
日
十
三
時
か
ら
尚

文
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大

教
室
に
お
い
て
台
湾
の
教
育
部

部
長
杜
正
勝
氏
へ
の
名
誉
博
士

称
号
贈
呈
式
お
よ
び
記
念
講
演

会
が
開
催
さ
れ
る
。
名
誉
博
士

称
号
の
贈
呈
は
今
回
で
六
人
目

と
な
り
、「
関
西
大
学
名
誉
博
士

規
程
」
に
基
づ
き
、
学
術
、
文

化
ま
た
は
人
類
の
進
歩
の
た
め

に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
者
で
、

本
学
に
お
い
て
特
に
顕
彰
す
る

こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も

の
に
対
し
、
学
長
か
ら
称
号
を

贈
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
に
は
、
本
学
創
立
百
周
年

記
念
式
典
の
際
に
国
際
学
術
交

流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
外
国

大
学
学
長
五
人
に
対
し
贈
呈
し

て
い
る
。

●
韓
国
・
東
亞
大
学
校
、
嶺
南

大
学
と
協
定
を
締
結

四
月
十
九
日
に
本
学
に
お
い

て
韓
国
の
東
亞
大
学
校
崔
在
龍

総
長
と
河
田
悌
一
学
長
の
間

で
、
大
学
院
・
学
部
学
生
交
換

に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
を
行

っ
た
。
東
亞
大
学
校
は
、
韓
国

第
二
の
都
市
釜
山
に
あ
る
大
学

で
あ
る
。
ま
た
、
慶
山
市
に
メ

イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
嶺
南

大
学
と
も
協
定
を
締
結
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
協
定
大
学
は
世

界
の
二
十
二
の
大
学
と
な
る
。

今
後
、
さ
ら
に
協
定
校
の
拡
大

を
進
め
て
い
く
。

●
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ

ト
の
設
置

新
た
に
「
エ
リ
ア
・
ソ
ー
シ

ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
）

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ

ト
」（
研
究
代
表
者
�
与
謝
野
有

紀
社
会
学
部
教
授
）
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
れ
で
五
件
目
の
設
置

と
な
る
。
詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
（http���w

w
w
.

k
a
n
s
a
i�
u
.a
c
.jp
�p
r
e

s
iw
e
b
�p
ju
n
it�in

d
e

x
.h
tm
l

）
に
て
公
開
し
て
い

る
。

●
け
や
き
の
森
市
民
大
学
開
講

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

六
月
十
四
日
十
四
時
か
ら
高

槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
共

栄
を
め
ざ
そ
う
�

高
槻
市
と

関
西
大
学
」
が
行
わ
れ
る
。
地

域
連
携
の
協
定
を
結
ぶ
高
槻
市

と
の
共
栄
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
あ
り
、
け
や
き
の
森
市

民
大
学
学
長
奥
本
務
高
槻
市

長
、
同
名
誉
学
長
木
戸
湊
氏
、

本
学
か
ら
は
、
河
田
悌
一
学
長

が
講
演
す
る
。
申
し
込
み
、
問

い
合
わ
せ
は
高
槻
市
立
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

本
学
で
は
す
べ
て
の
構
成
員

の
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
、

学
内
外
関
係
者
の
協
力
を
得

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ

て
い
る
。
毎
年
春
と
秋
の
二
回

実
施
す
る
本
学
独
自
の
人
権
啓

発
行
事
も
そ
の
一
環
で
、
今
年

の
春
は
五
月
十
四
日
（
土
）
か

ら
三
十
日
（
月
）
の
間
、
右
記

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

全
学
の
人
び
と
が
こ
れ
ら
の

講
演
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

多
様
な
人
権
問
題
に
関
心
を
持

ち
、
さ
ら
に
人
権
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
希
望
す
る
。

こ
れ
ら
の
講
演
会
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
各
学
部
学
舎
、
図

書
館
、
新
関
西
大
学
会
館
南
棟

な
ど
学
内
要
所
に
置
か
れ
る
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
�
人
権
を
考

え
る
�
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
、
来
聴

多
数
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

（
副
学
長

小
幡

斉
）

平
成
十
七
年
度
教
育
懇
談
会
の
日
程
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
本
学
】

５
月
１５
日
（
日
）

【
地
方
】

７
月
３１
日
（
日
）

新
潟
市

８
月
５
日
（
金
）

東
京
都

８
月
７
日
（
日
）

名
古
屋
市

鹿
児
島
市

８
月
９
日
（
火
）

熊
本
市

８
月
２６
日
（
金
）

米
子
市

徳
島
市

８
月
２８
日
（
日
）

岡
山
市

松
山
市

９
月
２
日
（
金
）

佐
賀
市

福
井
市

９
月
４
日
（
日
）

山
口
市

富
山
市

９
月
１１
日
（
日
）

札
幌
市

１１
月
２６
日
（
土
）

奈
良
市

（
教
育
後
援
会
）

講演テーマ：「戦争と人権」～朝鮮戦争と枚方・吹田事件～
わき た けんいち

講 師：新日本文学会員 脇田 憲一
よど の たかし

日本ペンクラブ会員 淀野 隆

時 間：１３時００分～１４時３０分

場 所：千里山キャンパス 第１学舎２号館B１０２教室

講演テーマ：こんなこと気づいたんよ�
みず た さち え

講 師：高等学校教諭 水田 祥江

時 間：１３時００分～１４時３０分

場 所：千里山キャンパス 尚文館 マルチメディアAV

大教室

高槻キャンパス 教室棟TD１０６教室（映像中継）

講演テーマ：部落差別の現実と私の思い

講 師：島根県仁多郡奥出雲町立八川小学校教諭
いまおか かお り

今岡 香理

時 間：１０時４０分～１２時１０分

場 所：千里山キャンパス 第２学舎２号館C３０１教室

講演テーマ：在日朝鮮人と在日朝鮮人文学
いそがい じ ろう

講 師：作家・大学講師 磯貝 治良

時 間：１０時４０分～１２時１０分

場 所：千里山キャンパス 尚文館 マルチメディア AV

大教室

高槻キャンパス 教室棟TD１０６教室（映像中継）

５
月
１４
日（
土
）

５
月
１７
日（
火
）

５
月
２５
日（
水
）

５
月
３０
日（
月
）

新役職者紹介

講演会に多くの参加を

春の人権啓発行事
５月１４～３０日

今
年
度
か
ら
朝
鮮
語
セ
ミ
ナ
ー
も
新
規
実
施

夏夏期期語語学学セセミミナナーー
受受付付締締切切せせままるる

５月２４日まで

国
際
交
流
の
舵
取
り
に
期
待

教
育
懇
談
会

平
成
１７
年
度

（２）平成１７年（２００５年）５月１３日第 ３２６ 号
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平
成
十
七
年
二
月
二
十
六
日

未
明
、
関
西
大
学
学
長
を
五
期

十
五
年
つ
と
め
、
理
事
長
等
要

職
を
歴
任
し
、
学
内
外
に
長
く

重
き
を
な
し
た
大
西
昭
男
先
生

が
、
早
春
の
風
の
な
か
を
卒
然

と
し
て
去
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。

二
月
二
十
八
日
の
通
夜
、
翌

日
午
前
の
葬
儀
、
三
月
二
十
四

日
午
後
、
関
西
大
学
百
周
年
記

念
会
館
で
お
ご
そ
か
に
行
わ
れ

た
「
お
別
れ
の
会
」
と
告
別
の

挨
拶
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
陽
春

の
輝
き
も
う
と
ま
し
く
、
寂
寥

感
は
つ
の
る
ば
か
り
で
あ
る
。

一
週
間
し
か
な
か
っ
た
昭
和

元
年
の
お
し
ま
い
近
く
に
生
ま

れ
、
ひ
た
す
ら
昭
和
の
世
を
駆

け
抜
け
、
徳
と
運
に
め
ぐ
ま
れ

た
生
涯
を
全
う
し
た
大
西
昭
男

先
生
。
か
っ
ぷ
く
が
よ
く
押
し

出
し
が
立
派
な
風
姿
そ
れ
自
体

が
、
小
生
ご
と
き
に
と
っ
て

も
、
ま
こ
と
に
得
が
た
く
頼
り

が
い
の
あ
る
、
人
生
の
助
け
船

で
あ
っ
た
。

平
成
十
年
四
月
十
二
日
、
関

西
大
学
の
大
先
輩
で
劇
作
家
の

北
條
秀
司
先
生
三
回
忌
の
折
、

東
京
駅
で
待
ち
合
せ
て
、
大
西

理
事
長
と
北
條
先
生
に
多
年
師

事
し
た
関
西
大
学
校
友
の
丸
岡

武
さ
ん
と
三
人
で
鎌
倉
市
岡
本

の
北
條
邸
に
は
せ
参
じ
た
日
の

こ
と
は
い
ま
も
忘
れ
な
い
。

図
書
館
長
を
拝
命
し
て
い
た

た
め
、
北
條
先
生
の
絶
筆
戯
曲

集
で
、
大
西
先
生
の
序
文
が
付

く『
信
濃
の
一
茶
火
の
女
』（
平

成
十
年
三
月
三
十
日
・
関
西
大

学
出
版
部
）
の
刊
行
に
微
力
を

注
い
だ
お
か
げ
で
、
上
梓
後
ま

も
な
い
こ
の
遺
著
を
供
養
の
し

る
し
と
し
て
捧
げ
る
べ
く
、
同

行
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
ゃ
く
た
る
島
田
正
吾

さ
ん
、
さ
り
げ
な
く
そ
こ
に
い

る
と
い
っ
た
感
じ
で
控
え
て
い

た
緒
方
�
さ
ん
は
じ
め
、
旧
師

を
敬
慕
し
て
や
ま
ぬ
人
び
と
が

集
う
と
て
も
気
持
の
よ
い
法
要

に
寄
せ
て
も
ら
え
て
、
至
福
の

半
日
で
あ
っ
た
。

東
京
へ
戻
る
車
中
で
の
大
西

先
生
と
の
ち
ぐ
は
ぐ
歓
談
は
愉

快
な
想
い
出
で
あ
る
。
古
本
屋

で
買
っ
て
あ
っ
た
の
を
き
ょ
う

の
た
め
に
拾
い
読
み
し
て
き
た

ん
だ
け
ど
、
北
條
先
生
の
回
想

記
ふ
う
日
本
演
劇
史
『
演
劇
太

平
記
』（
昭
和
六
十
年
九
月
三
十

日
〜
平
成
三
年
三
月
十
日
・
毎

日
新
聞
社
）、
全
五
巻
こ
た
え
ら

れ
ん
ね
ぇ
、
と
大
西
先
生
が
う

れ
し
そ
う
に
語
る
。
小
生
、
い

た
ず
ら
っ
ぽ
く
、
あ
の
労
作
、

全
六
巻
で
す
よ
。
一
冊
欠
本
の

を
全
揃
い
と
勘
違
い
し
は
っ
た

ん
で
す
わ
、
お
気
の
毒
さ
ま
。

そ
の
後
聞
き
そ
び
れ
た
ま
ま

で
し
た
が
、
大
西
先
生
、
書
架

に
第
六
巻
は
加
わ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

昭
和
六
十
一
年
正
月
、
恒
例

の
「
桂
米
朝
独
演
会
」（
サ
ン
ケ

イ
ホ
ー
ル
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

「
士
魂
」
と
題
し
て
、
大
西
先

生
は
米
朝
師
匠
に
讚
辞
を
贈
っ

て
い
る
が
、
文
中
、「
私
が
最
も

尊
敬
す
る
」
同
時
代
人
と
し

て
、
米
朝
さ
ん
と
司
馬
�
太
郎

さ
ん
の
名
を
あ
げ
、
ご
両
人
へ

の
熱
い
共
感
を
か
く
さ
な
い
。

先
生
が
お
か
く
れ
に
な
る
の

と
殆
ど
時
を
同
じ
く
し
て
、『
桂

米
朝
集
成
』
全
四
巻
（
平
成
十

六
年
十
一
月
二
日
〜
十
七
年
二

月
二
十
五
日
・
岩
波
書
店
）
が

完
結
し
、
平
成
十
七
年
四
月
十

二
日
、『
司
馬
�
太
郎
短
篇
全

集
』
全
十
二
巻
（
文
藝
春
秋
）

の
配
本
が
開
始
さ
れ
た
。

小
生
も
成
仏
で
き
る
か
ど
う

か
心
も
と
な
い
限
り
で
す
が
、

い
ず
れ
再
会
す
る
と
き
に
お
目

に
か
け
た
く
、
冥
土
の
お
み
や

げ
に
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
し

ば
ら
く
お
待
ち
願
い
ま
す
。

折
し
も
関
西
大
学
百
周
年
記

念
の
初
春
、
先
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
一
緒
に
届
け
ら
れ
た
芳
翰

の
墨
痕
あ
ざ
や
か
な
麗
筆
に
よ

る
「
関
西
大
学
は
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
も
の
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る

事
が
多
す
ぎ
ま
す
。
し
か
し
何

と
か
ほ
ん
の
少
し
で
も
厚
み
の

あ
る
大
学
に
し
た
い
も
の
で

す
」
と
い
う
お
こ
と
ば
を
お
ろ

そ
か
に
せ
ず
、
謙
虚
に
誠
実
に

歩
ん
で
ゆ
こ
う
と
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
西
先
生
の
変
わ
ら
ぬ
ご
加

護
を
心
か
ら
祈
念
し
て
や
み
ま

せ
ん
。

�
平
成
十
七
年
四
月
十
二
日
�

（
法
学
部
教
授
）

三
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日

の
両
日
、
奈
良
県
明
日
香
村
に

て
、
毎
日
新
聞
社
と
の
共
催
に

よ
る
関
西
大
学
飛
鳥
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
飛
鳥
合
宿
見
学
会
）
が
開

催
さ
れ
た
。

新
聞
や
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
高
等
学
校
へ
の
案
内
等
を

通
じ
て
考
古
学
に
関
心
の
あ
る

高
校
生
お
よ
び
同
伴
の
高
校
教

諭
あ
わ
せ
て
四
十
五
人
が
参
加

し
、
高
松
塚
古
墳
を
発
掘
し
た

網
干
善
教
本
学
名
誉
教
授
の
案

内
の
も
と
飛
鳥
悠
久
の
歴
史
に

触
れ
た
。

見
学
先
に
は
、
高
松
塚
古
墳

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
年
一

月
に
本
格
的
な
調
査
が
再
開
さ

れ
た
キ
ト
ラ
古
墳
、
蘇
我
馬
子

の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
石
舞
台
古

墳
、
飛
鳥
屈
指
の
大
寺
と
し
て

隆
盛
を
誇
っ
た
と
い
わ
れ
る
川

原
寺
跡
、
日
本
最
初
の
本
格
的

な
寺
院
で
あ
る
飛
鳥
寺
な
ど
、

わ
が
国
古
代
の
政
治
と
文
化
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
た
、
い
わ

ば
歴
史
の
宝
庫
を
凝
縮
し
た
ツ

ア
ー
が
組
ま
れ
た
。

石
室
が
ど
の
よ
う
に
石
を
組

ん
で
作
ら
れ
た
の
か
、
ど
の
よ

う
な
時
代
背
景
が
あ
っ
た
の
か

と
い
う
話
か
ら
始
ま
り
、「
学
問

と
は
何
か
」「
大
学
で
学
ぶ
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
っ
た

話
も
交
え
た
網
干
名
誉
教
授
の

話
は
、
参
加
者
の
考
古
学
へ
の

興
味
を
さ
ら
に
呼
び
起
こ
し
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
動
機
づ
け

と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
参
加

し
た
高
校
生
は
、「
物
事
を
ど
ん

な
風
に
み
て
い
け
ば
よ
い
の

か
、
今
後
の
人
生
に
お
い
て
大

変
参
考
に
な
る
話
を
聞
け
た
」

「
同
じ
も
の
に
興
味
を
持
つ
仲

間
に
出
会
え
た
」「
こ
れ
か
ら
も

歴
史
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く

勉
強
し
た
い
」な
ど
、意
欲
的
な

感
想
を
い
き
い
き
と
話
し
て
い

た
。一

泊
二
日
で
行
わ
れ
た
の
は

今
回
が
初
の
試
み
で
あ
っ
た

が
、
参
加
者
の
反
響
は
大
き

く
、
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
と

の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

出
身
は
福
岡
県
北
九
州

市
。
田
園
風
景
が
残
る
の
ど

か
な
町
で
生
ま
れ
た
。
小
学

校
か
ら
高
校
ま
で
は
地
元
の

合
唱
団
に
入
団
し
、持
ち
前
の

歌
声
で
鳴
ら
し
た
。芸
術
に
対

す
る
憧
れ
は
歌
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や

バ
レ
エ
な
ど
に
も
取
り
組

み
、そ
の
裾
野
は
幅
広
い
。

高
校
卒
業
と
同
時
に
転
機

は
訪
れ
た
。
「
劇
団
新
感

線
」
に
憧
れ
て
来
阪
を
決
意
。

指
定
校
推
薦
入
学
で
本
学
に
入

学
し
た
。
ダ
ン
ス
系
の
同
好
会

ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
を

回
っ
て
体
験
入
部
し
て
み
た

が
、
歌
唱
に
対
す
る
思
い
入
れ

と
、
や
は
り
大
学
で
は
今
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ジ
ャ

ン
ル
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
最
終
的
に
は

軽
音
楽
部
に
入
部
、
ヴ
ォ
ー
カ

ル
の
道
へ
進
ん
だ
。
本
学
の
出

身
者
にb

ird

や
矢
井
田
瞳
な

ど
有
名
な
実
力
派
シ
ン
ガ
ー
が

い
た
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。
規

律
と
協
調
性
を
重
ん
じ
る
合
唱

団
時
代
と
は
違
い
、
個
性
を
存

分
に
発
揮
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
に

日
々
欣
喜
雀
躍
し
た
。

地
道
な
努
力
も
怠
ら
れ
な

い
。
一
見
、
個
性
が
強
調
さ
れ

が
ち
な
軽
音
楽
部
だ
が
、
ヴ
ォ

ー
カ
ル
と
し
て
の
彼
女
の
モ
ッ

ト
ー
は
終
始
一
貫
し
て
「
協
調

性
万
歳
」。
ス
テ
ー
ジ
で
共
に
音

を
奏
で
る
同
じ
バ
ン
ド
仲
間
の

苦
労
を
体
感
す
べ
く
、
ベ
ー
ス

や
ギ
タ
ー
、
ド
ラ
ム
の
練
習
に

も
汗
を
か
い
た
。
ま
た
ク
ラ
ブ

部
室
が
集
う
誠
之
館
に
お
い

て
、
館
内
に
人
気
が
な
く
な
る

閉
館
後
の
時
間
帯
を
狙
い
廊
下

で
発
声
練
習
を
行
う
な
ど
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
も
事
欠
か
な
い
。

自
宅
で
必
ず
三
十
分
程
度
は
行

う
と
い
う
腹
筋
運
動
も
日
々
欠

か
す
こ
と
は
な
い
。

昨
年
度
の
総
合
関
関
戦
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
開
会
式
に
お
い

て
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
学
歌
を
斉
唱
し
、
そ
の

あ
ふ
れ
る
歌
声
で
観
衆
を
魅
了

し
た
。

ま
た
、
学
外
で
の
活
動
と
し

て
は
、
今
年
三
月
に
学
生
時
代

の
集
大
成
と
し
て
、
大
阪
ナ
ン

バ
ハ
ッ
チ
に
お
い
て
関
西
を
代

表
す
る
ソ
ウ
ル
フ
ァ
ン
ク
バ
ン

ド
の
祭
典
、「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ

Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
に
出
演
、
大
観
衆
の

面
前
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
。

現
在
コ
ー
ラ
ス
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
し
て
い
る
バ
ン
ド
「
Ｍ

ｅ
ｌ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
」

で
は
「
う
た
の
ち
か
ら
」
と
い

う
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
、
全

国
的
な
活
動
も
開
始
し
た
。
そ

の
歌
声
は
Ｆ
Ｍ
８
０
２
な
ど
で

も
流
れ
て
い
る
。

今
後
も
音
楽
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
い
う
彼
女
が
こ

だ
わ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
プ

ロ
思
考
を
も
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア

と
し
て
の
シ
ン
ガ
ー
。
卒
論
の

テ
ー
マ
は
ま
さ
に
「
プ
ロ
と
ア

マ
の
曖
昧
な
境
界
線
を
さ
ぐ

る
」。
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
の
可
能
性

も
敢
え
て
断
ち
切
っ
た
。「
社
会

に
出
て
広
い
世
界
を
見
る
こ
と

で
、
自
分
の
歌
の
可
能
性
と
人

間
性
の
幅
を
広
げ
て
み
た

い
」、
と
現
在
は
リ
ク
ル
ー
ト
ス

ー
ツ
を
着
て
、
就
職
活
動
に
勤

し
ん
で
い
る
。
「
一
生
涯
音

楽
」
と
言
い
切
る
そ
ん
な
相
良

さ
ん
が
�
社
会
�
と
い
う
ス
テ

ー
ジ
で
「
飛
躍
」
す
る
の
も
そ

う
遠
く
は
な
い
話
の
よ
う
に
思

え
る
。

（
学
生
生
活
課
）

テ
ー
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、

Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど
の
外
国
語

教
材
を
中
心
と
し
た
視
聴
覚
資

料
を
利
用
し
て
自
習
が
で
き
る

施
設
で
あ
る
。
英
語
、
ド
イ
ツ

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
、

朝
鮮
語
、
日
本
語
な
ど
、
八
カ

国
語
の
言
語
を
中
心
に
、
文

学
、
歴
史
、
美
術
、
音
楽
、
ス

ポ
ー
ツ
、
映
画
な
ど
の
分
野
の

資
料
を
豊
富
に
そ
ろ
え
て
い

る
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の

各
国
語
月
刊
Ｃ
Ｄ
の
学
習
教
材

の
人
気
が
高
く
、
そ
の
他
各
国

語
の
検
定
対
策
用
教
材
、
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、
外
国

語
科
目
の
教
科
書
で
使
用
さ
れ

て
い
る
教
材
も
よ
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
映
像
教
材
で
は
映
画

が
特
に
人
気
で
、
製
作
年
度
の

古
い
も
の
か
ら
最
近
の
ヒ
ッ
ト

作
品
ま
で
幅
広
く
取
り
揃
え
て

い
る
。
最
近
話
題
の
海
外
ド
ラ

マ
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
来

室
し
て
ほ
し
い
。

授
業
の
合
間
や
空
き
時
間
を

利
用
し
て
、
授
業
の
予
習
・
復

習
・
課
外
学
習
な
ど
の
た
め
に

大
い
に
活
用
さ
れ
た
い
。

開
室
場
所
・
時
間

�
第
１
学
舎
３
号
館
四
階

テ

ー
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

月
〜
土
曜
日

九
時
〜
十
六
時

四
十
五
分

�
第
２
学
舎
１
号
館
四
階

Ｍ

Ｍ
Ｌ
室
テ
ー
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

コ
ー
ナ
ー

月
〜
土
曜
日

九
時
〜
二
十
一

時
十
五
分

※
日
祝
・
大
学
の
記
念
日
な
ど

は
閉
室
。
ま
た
、
夏
期
・
冬
期

は
開
室
日
・
時
間
が
変
更
に
な

る
。
詳
し
く
は
、
平
成
十
七
年

度
テ
ー
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
開
室

カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
の
こ
と
。

利
用
方
法

�
利
用
し
た
い
資
料
を
テ
ー
プ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
で

検
索
す
る
。

�
希
望
の
資
料
が
見
つ
か
っ
た

ら
、
利
用
申
込
票
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
す
る
。

�
利
用
申
込
票
と
学
生
証
を
受

付
に
提
示
し
、
貸
出
手
続
き
を

行
う
。

◇
室
内
利
用
…
全
教
材

◇
室
外
利
用
（
一
週
間
）
…
Ｃ

Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
（
含
付

随
テ
キ
ス
ト
）

資
料
検
索
も
可
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
テ
ー

プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
利
用
で
き

る
資
料
の
検
索
が
可
能
。

h
ttp���w

w
w
.k
an
sai

�
u.ac.jp/fl/in

dex.h
tm
l

（
パ
ス
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

テ
ー
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
利
用
案

内
を
参
照
の
こ
と
）

（
外
国
語
教
育
研
究
機
構
事
務

室
）

ボ
ー
ダ
レ
ス
化
、
Ｉ
Ｔ
化
、

少
子
高
齢
化
な
ど
、
社
会
の
各

方
面
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が

進
む
中
、
教
育
研
究
の
次
代
を

担
う
一
大
拠
点
で
あ
る
大
学

は
、
ど
の
よ
う
に
自
ら
を
変
革

し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

本
書
で
は
、
本
学
が
そ
の
懐

の
広
さ
と
高
い
研
究
レ
ベ
ル
を

活
か
し
、産
業
界
、地
域
行
政
、

金
融
界
、
高
校
そ
し
て
父
母
・

卒
業
生
な
ど
と
の
多
様
な
連
携

を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
へ
の
知
の
還
元
と
貢

献
を
め
ざ
す
姿
を
リ
ポ
ー
ト
。

在
学
生
や
父
母
、
卒
業
生
、
受

験
生
は
も
と
よ
り
、
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
を
考
え
る
社
会

人
、
産
学
連
携
に
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め

る
企
業
人
に
と
っ
て

も
、
本
学
の
現
在
と
明

日
を
知
る
た
め
に
好
適

な
ム
ッ
ク
で
あ
る
。

ま
た
、
本
学
で
進
め

ら
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
で
先
端

的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
垣

間
見
る
だ
け
で
も
、
十
二
分
に

興
味
深
い
。
そ
の
ほ
か
、
二
〇

〇
四
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
法

科
大
学
院
、
二
〇
〇
六
年
度
に

開
設
予
定
の
会
計
専
門
職
大
学

院
な
ど
、
高
度
専
門
職
業
人
育

成
へ
の
取
り
組
み
も
、
社
会
と

と
も
に
次
代
を
め
ざ
す
大
学
と

し
て
、
注
目
し
た
い
試
み
に
数

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
変
革

が
、
本
学
と
社
会
の
結
び
つ
き

を
さ
ら
に
強
め
る
と
と
も
に
、

「
関
西
大
学
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。

日経 BP企画刊
定価 １２００円（税込）

四
月
二
十
五
日
に
発
生
し
た

Ｊ
Ｒ
宝
塚
線
（
福
知
山
線
）
脱

線
事
故
に
遭
遇
さ
れ
た
皆
様
に

は
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
事
故
で
、
本
学
総
合
情

報
学
部
の
女
子
学
生
一
名
も
、

不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
関
西
大
学
と
し
て
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

日日経経BBPPムムッックク
「「変変革革すするる大大学学」」シシリリーーズズ

昭
和
一
代
男
の
退
場

山野博史

「関西大学
２００５～２００６年」が

発行

大
西
昭
男
先
生
を
偲
ぶ

北條秀司先生の墓前にて
緒方�さん（左）大西先生（中央）筆者（右）

威
風
堂
堂
、学
長
五
期
十
五
年

テ
ー
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
活
用
を

語
学
独
習
な
ど
最
適

網
干
名
誉
教
授
が
案
内
役

高松塚 キトラ古墳 石舞台など巡る

合宿見学会

毎
日
新
聞
社
共
催
、４５
人
が
参
加

さが ら ま い こ

相良麻衣子さん

関関西西大大学学飛飛鳥鳥フフォォーーララムム

第
１
部
文
化
会
軽
音
楽
部

社
会
学
部
社
会
学
科
四
年
次
生

遺跡を案内する網干名誉教授

あ
ふ
れ
る
声
量
、ア
ル
バ
ム
も
リ
リ
ー
ス
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【第１回】『職業興味・適性を知ろう』
（職業興味検査を実施）

※職業興味検査を実施し、自分の職業興味や職業適
性についての理解を深めます。
５月11日（水) 14：40～16：10
講師：本学非常勤講師・キャリアデザインアドバイザー

山本　公子氏
５月14日（土) 14：40～16：10
講師：本学非常勤講師・キャリアデザインアドバイザー

伊東　眞行氏

【第２回】『職業の世界を知ろう』
※ワークシートを使って、複数の視点から職業につ
いての理解を深めます。
５月18日（水）14：40～16：10
５月21日（土）14：40～16：10
講師（両日とも）：社会学部教授・キャリアデザイン担当

主事　川崎 友嗣氏

【第３回】『自分の性格を知ろう』
（性格検査を実施）

※性格検査を実施し、自分の個性とその活かし方に
ついての理解を深めます。
５月25日（水）14：40～16：10
講師：本学非常勤講師・キャリアデザインアドバイザー

山本　公子氏
５月28日（土）14：40～16：10
講師：本学非常勤講師・キャリアデザインアドバイザー

伊東　眞行氏

学年別

自分の将来について考え、目標を設定し、実行に
移していくきっかけを作るという、キャリアセンタ
ーのサポートプログラム入門編。すべてはここから
始まります。

年次生

キ ャリアプランニングセミナー

【第４回】『キャリアプランを立てよう』
※ワークシートを使って、キャリアプランニングに
ついて考える機会を提供します。
６月１日（水）14：40～16：10
６月４日（土）14：40～16：10
講師（両日とも）：社会学部教授・キャリアデザイン担当

主事　川崎 友嗣氏

※４回シリーズでの開催になりますが、それぞれ同
じ内容で2日間実施しますので、みなさんの都合
の良い日程・時間を選ぶことも可能です。申し込
みは「インフォメーションシステム」から
「KIPS（就職支援システム）」へアクセスし、「お
知らせ」からエントリーしてください（事前申し
込み制）。

年次生

イ ンターンシップ
ビジネスの現場と接するうえで知っておきたい

基本的な事項をわかりやすく解説します。これを
学んで就職活動を始めれば、一歩差がつくはず。
学生気分がたちまち吹っ飛ぶ、目からウロコの

就職活動の入門講座で、ビジネスについての基礎
的教養と知識をマスターしよう。

日　程
【文系学部対象】会場：経商ＢＩＧホール100
５月18日（水）12：20～13：00・18：00～18：40
５月19日（木）12：20～13：00・18：00～18：40

【工学部・工学研究科対象】会場：工学部１０８教室
５月18日（水）12：20～13：00・18：00～18：40
５月21日（土）12：20～13：00

【総合情報学部対象】
会場：高槻キャンパス　ＴＢ３０１教室（予定）
５月18日（水）14：40～15：20

インターンシップとは、学生が在学中に自らの
専攻や将来のキャリアに関連した仕事につく体験
を行うこと。近年はこのインターンシップが、就
職活動を行うにあたっての貴重で重要な体験にな
る、と社会的にも注目されています。
キャリアセンターでは本年度も、３年次生を対

象にしたインターンシップを夏休みに実施します。
インターンシップを体験してみたい、という学生
は、以下の日程で開催される「インターンシップ
募集に関する説明会」に参加し、必要な手続きを
行ってください。

就職活動ス タート講座

「自己分析と業界研究で就職がみえる　
～あなたが働く世界を知ろう～」

第１回：６月23日（木）18：00～19：30
会場：千里山キャンパス　社会学部ソシオAV大ホール
第２回：６月25日（土）13：00～14：30
会場：千里山キャンパス　社会学部ソシオAV大ホール
第３回：６月25日（土）14：40～16：10
会場：千里山キャンパス　社会学部ソシオAV大ホール

「ビジネスマナーとコミュニケーション力
～失敗しない社会人との接し方～」

第１回：６月29日（水）14：40～16：10
会場：高槻キャンパス　TB301教室
第２回：６月30日（木）18：00～19：30
会場：千里山キャンパス　経商BIGホール100
第３回：７月２日（土）13：00～14：30
会場：千里山キャンパス　経商BIGホール100

最新鋭の設備を自分の目で確かめることができる
イベントです。当日は見学のみならずOB・OGへの
質問会等も開催。体験学習的に業界研究が可能な行
事です。
早ければ６月頃には今年度の第１弾を実施する

予定で、まだ就職活動の本番までには時間もあるこ
とから、夏までの開催分については少し社会見学色
も加味して、楽しみながら業界や企業を知り、就職
とは何かを考えるものにしたいと企図しています。

「しごとの現場体験ツアー」では、就職活動を目前
に控えた３年次生を主な対象として、実際に企業の
製作所やホテル・銀行などの内部を見学します。普
段見ることのできない施設や設備を有するダイナ
ミックな仕事の現場を訪問し、その巨大なスケール、

しごとの現場体 験ツアー
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夏休みまでに
取り組んでおきたい

活用ガイドキャリアセンター

参加する企業は、いずれも関大生を採用したいと
いう意欲にあふれた企業ばかり。採用担当者と直接
お話のできる、就職活動のビッグチャンスです。実
際、このセミナーをきっかけに内定が生まれたとい
うケースも少なくありません。
事前の参加申し込みは一切不要で入退場も自由

なので、授業の合間の参加も可能です。

開催日時
５月11日（水）、12日（木）、13日（金）、18日（水）、

19日（木）、20日（金）、25日（水）、26日（木）、

27日（金）
いずれも13：00～17：00
会場：千里山キャンパス　新関西大学会館ホール
※６月以降も開催を予定しています。

「合同企業セミナー」は、関西大学に全国各地か
ら多数の企業が集結して実施されるセミナーで
す。

ULTRA EYE

進路決定や就職活動のための各種行
事を開催するとともに、フェイス・ト
ゥ・フェイスで学生の抱える疑問や相
談にも随時応じています。高槻キャン
パス事務室にも就職担当窓口を設け、
同様にサポートを行っています。

キャリアセンター

関西大学生のためのインターネット
上の就職支援データベースです。約
23000社の企業情報が蓄積され、キ
ャリアセンターからの各種お知らせも
ここから発信されています。平成17
年4月にリニューアルされ、さらに充
実した内容に生まれ変わりました。

KIPS（関西大学インターネット学生就職支援システム）

キャリアデザインアドバイザーと
いう専門家の先生がみなさんの悩み
を一緒に考え、アドバイスする「キ
ャリア相談」を実施。併せて教員を
めざす人向けの「教職相談」も、専
門のアドバイザーの先生が担当して
います。

キャリアデザインルーム
ULTRA

就職活動の手引書とも言える
PLACEMENT BOOK。関大生のため
だけに編まれたわかりやすい内容で、
役に立つ情報が満載です。就職ガイダ
ンスにて
配布しま
す。

PLACEMENT BOOK（３年生次対象）

公務員試験対策として、「公務員採
用試験説明会」を例年、春と秋に開催
するとともに、「官公庁業務説明会」
も開催。きめ細かいサポートを行って
います。

公務員採用試験説明会

首都圏における学生の就職活動の支
援のため、インターネット端末の開放
や各種証明書の即時発行、就職関連雑
誌の閲覧などを提供。東京駅八重洲南
口すぐという立地で、就職活動中の学
生にとっては、利用価値の高い施設で
す。

関西大学東京センター

大阪のオフィス街の中心に開設され
た都市部における関西大学の拠点。就
職活動のためのインターネット端末を
設置するなど、学生の就職支援もサポ
ート。

関西大学中之島センター

EYE

10：00～16：30
（ただし12：30～13：30は昼休みです）

■教職相談：　　月曜日（11：00～16：00）
水・木曜日（15：00～19：00）

■キャリア相談：水曜日（10：00～17：00）
木曜日（10：00～17：00）
金曜日（10：00～19：00）

※高槻キャンパスでは、毎週水曜日の10：00～
17：00にキャリア相談を、毎週火曜日の13：
30～17：30に教職相談を行っています。

キャリアデザインルーム　開室時間

千里山キャンパス
会場：第２学舎４号館　経商BIGホール100（予定）

キャリアセンターでは、実際に就職活動中の３・４年次

生はもちろん、１・２年次生に対しても、充実したプログ

ラムでみなさんの就職・進学をバックアップしています。

かつてのように、就職や進学をその活動本番になって慌

てて考えるようでは、満足のゆく結果を得られません。ま

た十分に企業や業界の研究、あるいは自分自身の分析がで

きていなかったために、せっかく入った会社が自分の思っ

ていたものと違うと気づいて辞めてしまうこともあり得ま

す。

だからこそみなさんは早い段階から自分は何に向いてい

るのか、どんな仕事をしたいのかを考えていろいろと準備

する必要があるのです。

それでは学年別に、キャリアセンターを120％活用する

ためのガイドをお届けしましょう。

（キャリアセンター）

日程・会場・実施内容
（同じテーマの講座については、各回とも同内容です）

就職模擬試 験

企業の採用選考では、筆記試験やエントリーシ
ートで応募者を絞り込むことが主流になっていま
す。いずれもしっかりとした対策が必要。ぶっつ
け本番では良い結果を生みません。
キャリアセンターでは筆記試験として代表的な

ＳＰＩなどをワンセットにした、お得で役に立つ
模擬試験を実施しています。

日　程
日程：５月29日（日）
時間：11：00～16：00
会場：千里山キャンパス　法文Ａ200教室
受験料：3,000円
※キャリアセンターまたは高槻キャンパス事務室
にて申込用紙を入手後、各キャンパスの出納窓
口に受験料を納めてください。
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年次生

満足のゆく就職・進学のために

あなたはどのプログラムに参加する？

（４）平成１７年（２００５年）５月１３日第 ３２６ 号（９）
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強強いい関関西西大大学学のの実実現現にに向向けけてて
１１

２２

抜き取って�
お読みください�

平
成
17
年
度
予
算
に
つ
い
て�

平
成
17
年
度
予
算
に
つ
い
て�

学
校
法
人�

関
西
大
学�

総合学生会館 メディアパーク 凜風館（平成１８年２月竣工予想図）

平
成
十
七
年
度
予
算
は
、
大

学
予
算
委
員
会
、
法
人
予
算
会

議
の
審
議
を
経
て
、理
事
会
（
平

成
十
七
年
一
月
二
十
七
日
）、
評

議
員
会
（
平
成
十
七
年
三
月
二

十
四
日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

本
予
算
は
、
十
八
歳
人
口
減

少
に
よ
る
二
〇
〇
七
年
問
題
、

国
立
大
学
の
法
人
化
、
私
立
学

校
法
の
一
部
改
正
、
専
門
職
大

学
院
の
設
立
、
第
三
者
評
価
制

度
の
導
入
な
ど
、
私
立
大
学
を

取
り
巻
く
新
し
い
時
代
の
波
の

中
で
、
本
学
財
政
の
現
況
と
将

来
予
測
を
踏
ま
え
て
、
限
ら
れ

た
財
源
の
有
効
活
用
の
視
点
か

ら
、
各
設
置
学
校
の
支
出
内
容

を
厳
し
く
精
査
し
て
合
理
化
・

効
率
化
を
求
め
、
教
育
・
研
究

の
実
が
あ
が
る
よ
う
に
編
成
し

ま
し
た
。

平
成
十
六
年
十
月
一
日
に
発

足
し
た
第
十
五
期
理
事
会
に
お

い
て
、
財
政
的
展
望
に
裏
付
け

ら
れ
た
中
長
期
的
な
将
来
構
想

を
計
画
・
審
議
・
立
案
す
る「
中

長
期
戦
略
構
想
策
定
体
制
」
を

構
築
し
ま
し
た
。

従
来
、
と
も
す
れ
ば
必
要
か

つ
必
須
の
事
柄
で
あ
っ
て
も
、

一
組
織
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
く

白
紙
に
戻
り
、
改
革
が
頓
挫
す

る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
そ

れ
ぞ
れ
の
会
議
で
決
し
た
事
柄

に
つ
い
て
は
、
不
退
転
の
姿
勢

で
迅
速
に
逐
行
す
る
覚
悟
を
し

て
い
ま
す
。

こ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

理
事
長
の
諮
問
機
関
と
し

て
、
�
学
園
の
基
本
構
想
を
策

定
し
、理
事
長
に
答
申
す
る
「
基

本
構
想
推
進
会
議
」、
�
外
部
の

有
識
者
の
参
画
を
求
め
、
外
部

の
意
見
を
積
極
的
に
反
映
さ
せ

る
「
経
営
審
議
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
会
の
諮
問
機
関

と
し
て
、
�
学
園
の
中
長
期
的

な
総
合
事
業
計
画
を
計
画
・
審

議
し
、理
事
会
に
答
申
す
る「
関

西
大
学
戦
略
会
議
」、
�
必
要
に

応
じ
て
、
そ
の
検
討
部
会
と
な

る「
経
営
専
門
委
員
会
」お
よ
び

「
教
学
専
門
委
員
会
」を
設
置

し
、
中
長
期
的
な
総
合
事
業
構

想
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

施
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
情
熱

と
知
恵
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、

総
力
を
あ
げ
て
改
革
を
推
進
し

ま
す
。

本
年
度
の
事
業
計
画
は
、
次

事
項
の
「
事
業
計
画
の
概
要
」

の
と
お
り
で
す
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
つ
い
て
本
学
関
係
者

の
皆
様
の
理
解
と
協
力
を
得

て
、
今
後
と
も
厳
正
で
効
果
的

な
予
算
執
行
を
行
い
、
財
政
の

健
全
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
に

向
け
て
さ
ら
に
努
力
す
る
所
存

で
す
。

五
十
年
振
り
に
私
立
学
校
法

が
改
正
さ
れ
平
成
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
内
容
は
�
学
校
法
人
に

お
け
る
管
理
運
営
制
度
の
改

善
、
�
財
務
情
報
の
公
開
な
ど

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
応

し
て
、
本
学
も
寄
附
行
為
の
一

部
を
改
正
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
評
議
員
会
に
諮
問
す
る

事
項
と
し
て
新
た
に
「
事
業
計

画
」が
追
加
さ
れ
、そ
れ
に
伴
い

ま
し
て
「
平
成
十
七
年
度
事
業

計
画
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
教
育
研
究
活
動

の
事
業
計
画
の
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

ア

会
計
専
門
職
大
学
院
の
平

成
十
八
年
四
月
開
設

入
学
定
員
七
十
人
（
収
容

定
員
百
四
十
人
）、
専
任
教
員

十
三
人
で
、
世
界
に
通
用
す

る
公
認
会
計
士
、
理
論
と
実

務
に
習
熟
し
た
公
認
会
計
士

の
養
成
な
ど
を
理
念
と
し
、

監
査
界
、
企
業
、
官
公
庁
の

リ
ー
ダ
ー
た
り
う
る
公
認
会

計
士
の
養
成
を
め
ざ
し
ま

す
。

イ

Ｗ
ｅ
ｂ
版
総
合
教
育
支
援

シ
ス
テ
ム
の
構
築

自
宅
な
ど
か
ら
で
も
必
要

な
情
報
が
す
ぐ
に
閲
覧
で
き

る
な
ど
、
学
生
に
対
す
る
ゼ

ロ
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
め
ざ
し
、
現
在
、
稼
動

し
て
い
る
履
修
登
録
・
シ
ラ

バ
ス
閲
覧
・
授
業
支
援
の
各

機
能
を
有
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
版
教

務
シ
ス
テ
ム
に
、
学
籍
管
理

・
試
験
業
務
支
援
・
成
績
発
表

・
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
追
加
し
、
総
合
教
育
支
援

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

ウ

教
務
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

と
学
部
事
務
室
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討

学
生
に
対
す
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
め

ざ
し
、
各
学
部
の
窓
口
業
務

を
中
心
と
し
た
教
務
事
務
の

一
元
化
を
め
ざ
し
て
教
務
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置
を

検
討
し
ま
す
。

エ

文
部
科
学
省
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
、

Ｇ
Ｐ
お
よ
び
現
代
Ｇ
Ｐ
等
、

競
争
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択

に
向
け
た
具
体
策
の
検
討

平
成
十
六
年
度
は
、
現
代

的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム（
現
代
Ｇ
Ｐ
）に
一

件
、
法
科
大
学
院
等
専
門
職

大
学
院
形
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
二
件
（
う
ち
一
件
は
十

大
学
で
共
同
申
請
し
た
も

の
）が
採
択
さ
れ
て
お
り
、平

成
十
七
年
度
も
引
き
続
き
積

極
的
に
申
請
し
ま
す
。
こ
れ

以
外
に
、
文
部
科
学
省
の
科

学
研
究
費
補
助
金
に
つ
い
て

も
さ
ら
に
数
多
く
確
保
で
き

る
よ
う
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

サ

イ

ネ

ッ

ト

オ
「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」

を
活
用
し
た
研
究
体
制
の
準

備
本
学
は
、
毎
秒
十
ギ
ガ
ビ

ッ
ト
の
世
界
最
高
速
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
の
平
成
十
六
年
度

新
規
接
続
拠
点
校
に
選
定
さ

れ
、
昨
年
十
月
に
学
内
外
の

情
報
拠
点
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
セ
ン

タ
ー
が
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
さ
れ
ま
し
た
。「
ス
ー

パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
が
対
象

と
す
る
五
研
究
分
野
の
う

ち
、
本
学
は
、「
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
連
動
す
る

Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
（
グ
リ
ッ
ド
）
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
分

野
で
参
加
し
、
さ
ら
に
「
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
分
野

で
も
参
画
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

カ

文
部
科
学
省
の
私
立
大
学

学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業

の
推
進

平
成
十
七
年
度
は
、
ハ
イ

テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
に
二
件
、
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
に

二
件
、
社
会
連
携
研
究
推
進

事
業
に
一
件
、
オ
ー
プ
ン
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
に
一
件
の
計
六
件
を
新

規
申
請
し
、
全
て
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
既
存
の

ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
三
件
、
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

五
件
、
社
会
連
携
研
究
推
進

事
業
（
旧
産
学
連
携
研
究
推

進
事
業
を
含
む
。）
二
件
、
オ

ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
一
件
の
計
十

一
件
に
つ
い
て
も
、
中
間
評

価
・
事
後
評
価
へ
の
万
全
な

対
応
を
図
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
平
成
十
七
年
度
は
、
十

七
件
（
新
規
六
件
、
継
続
十

一
件
）
の
事
業
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

キ

外
部
か
ら
の
研
究
資
金
の

積
極
的
導
入

産
学
官
連
携
・
知
財
セ
ン

タ
ー
を
窓
口
と
す
る
受
託
研

究
費
、
共
同
研
究
費
、
指
定

寄
付
金
等
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
な
る
増
額
を
め
ざ

し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
度

か
ら
「
関
西
大
学
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ
ト
」
研
究

組
織
を
創
設
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
外
部
研
究
資
金
を
導
入

し
、
研
究
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

ク

産
学
官
連
携
・
地
域
連
携

・
高
大
連
携
な
ど
の
社
会
連

携
の
積
極
的
推
進

産
学
官
連
携
は
、
企
業
か

ら
の
受
託
研
究
に
加
え
、
本

学
の
産
学
連
携
オ
フ
ィ
ス
、

東
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
な
ど
に

よ
る
研
究
成
果
の
技
術
移
転

な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、

地
域
連
携
は
吹
田
市
や
高
槻

市
な
ど
と
の
協
定
の
も
と
、

具
体
的
な
連
携
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高

大
連
携
は
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
でワン

あ
る
「
Ｋ
ａ
ｎ
―
Ｄ
ａ
ｉ
１

セ
ミ
ナ
ー
」「
Ｋ
ａ
ｎ
―
Ｄ
ａ

ス
リ
ー

ｉ
３
セ
ミ
ナ
ー
」「
Ｋ
ａ
ｎ
―

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン

Ｄ
ａ
ｉ

１

５
セ
ミ
ナ

ー
」
を
充
実
さ
せ
、「
学
校
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
も
全
学

的
な
連
携
事
業
と
し
て
さ
ら

に
充
実
を
図
り
ま
す
。

ケ

学
生
に
対
す
る
各
種
奨
学

金
制
度
の
充
実

各
種
給
付
奨
学
金
制
度（
総

額
約
五
億
九
千
万
円
）
お
よ

び
各
種
貸
与
奨
学
金
制
度（
総

額
約
五
億
四
千
万
円
）、
合
計

約
十
一
億
三
千
万
円
を
、
本

学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
に
合
致
し
た
学
生
の
獲

得
に
寄
与
す
る
た
め
の
魅
力

あ
る
奨
学
金
制
度
に
整
備
・

充
実
し
て
い
き
ま
す
。

コ

関
西
大
学
創
立
百
二
十
周

年
記
念
事
業
の
推
進

平
成
十
八
年
十
一
月
に
迎

え
る
創
立
百
二
十
周
年
を
記

念
し
て
、
記
念
行
事
・
記
念

式
典
の
挙
行
、
記
念
刊
行
物

の
出
版
や
記
念
映
画
の
製
作

に
係
る
計
画
を
策
定
し
、
創

立
百
二
十
周
年
に
関
す
る
広

報
活
動
の
強
化
・
充
実
を
図

り
ま
す
。

ア
「
総
合
学
生
会
館

メ
デ
ィ

り
ん
ぷ
う
か
ん

ア
パ
ー
ク

凜
風
館
」の
建

築
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
の
創

出
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
平
成
十
八
年
二
月
竣
工

を
め
ざ
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
四
階

建
、
延
床
面
積
約
一
万
五
百

平
方
�
の
施
設
を
建
築
し
ま

す
。
一
階
に
学
生
ラ
ウ
ン

ジ
、
二
階
に
食
堂
、
三
階
に

購
買
店
・
書
籍
店
、
四
階
に

小
ホ
ー
ル
・
会
議
室
・
和
室

等
を
配
し
、
屋
上
は
桜
の
樹

を
百
二
十
本
植
え
た
屋
上
庭

園
と
し
ま
す
。
ま
た
、
学
生

ラ
ウ
ン
ジ
等
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

な
ど
の
接
続
も
含
め
最
大
約

千
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し

ま
す
。

イ

以
文
館
「
学
術
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」
（
仮

称
）
の
建
築

大
学
院
文
学
研
究
科
お
よ

び
東
西
学
術
研
究
所
が
平
成

十
七
年
度
に
申
請
し
、
採
択

さ
れ
た
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

推
進
事
業
に
供
す
る
研
究
施

設
と
し
て
、
以
文
館
横
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階

建
、
延
床
面
積
約
四
千
平
方

�
の
施
設
を
増
築
し
ま
す
。

ウ

簡
文
館
「
オ
ー
プ
ン
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
」（
仮

称
）
の
建
築

関
西
大
学
博
物
館
が
平
成

十
七
年
度
に
申
請
し
、
採
択

さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー

チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に

供
す
る
研
究
施
設
と
し
て
、

簡
文
館
横
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
四
階
建
、
延
床
面
積

約
千
六
百
平
方
�
の
施
設
を

増
築
し
ま
す
。

理理事事長長 森森本本靖靖一一郎郎

予
算
編
成
の
概
要

事
業
計
画
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要
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育
研
究
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育
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設
備
の
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備
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係
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予
算
書
に
つ
い
て
は
、
私
立
学

校
振
興
助
成
法
に
よ
る
学
校
法
人

会
計
基
準
に
定
め
ら
れ
た
『
資
金

収
支
予
算
書
』
と
『
消
費
収
支
予

算
書
』
の
二
種
類
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
資
金
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
の
計
画
を
、
予
算
編
成

を
通
じ
て
計
数
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
収
入
と
支
出
を
科
目
別
に
明

ら
か
に
し
、
か
つ
、
支
払
資
金
の

収
入
と
支
出
の
て
ん
末
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

『
消
費
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
計
画
を
、
消
費
収
支
計

算
の
基
準
に
基
づ
い
て
計
数
と
し

て
表
示
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
年

度
の
予
算
に
お
け
る
消
費
収
支
の

均
衡
状
況
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状
況
が

健
全
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
計
算

書
は
、
言
わ
ば
企
業
会
計
の
損
益

計
算
書
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

『
貸
借
対
照
表
』
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
に
お
け
る
資
産
、

負
債
、
基
本
金
、
消
費
収
支
差
額

を
も
っ
て
財
政
状
態
を
示
す
も
の

で
す
。
決
算
時
に
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
学
で
は

予
算
時
に
も
年
度
末
の
財
政
状
態

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
『
予
想
貸
借
対
照
表
』
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平

成
十
五
年
度
決
算
の
『
貸
借
対
照

表
』
に
平
成
十
六
年
度
補
正
後
予

算
を
加
味
し
て
平
成
十
六
年
度
末

と
し
、
さ
ら
に
平
成
十
七
年
度
予

算
を
加
味
し
て
平
成
十
七
年
度
末

の
財
政
状
態
を
予
想
し
た
も
の
で

す
。

増 減

△ ３３９，４１２，０００
△ ８６，４７７，０００
△ １９２，８５０，０００
△ ２８，８６０，０００
△ ３１，４２５，０００

２００，０００

△ １９５，８４８，０００
△ １９４，６００，０００
△ ３０７，０００
△ ４３６，０００
△ ９９６，０００

４９１，０００

８３，０００，０００
８３，０００，０００

△ ５６，７０６，０００
△ ７５，４２５，０００

２１，１０９，０００
△ ２，３９０，０００

６，３０３，０００
△ ５，８２４，０００

８７５，０００

△ ２９，６８２，０００
３１７，０００

７７，０００

２８，０００

７，０００

２３，６７７，０００

△ １０１，０００

０

１，０００

４０，０００

６，８８８，０００
１０，０００，０００

０
０

１６年度予算

３０，６０５，７１８，０００
２２，６０２，８１６，０００
２，４４５，１６０，０００
７７３，０３７，０００

４，６７９，９０５，０００
１０４，８００，０００

２，３９３，７３２，０００
２，３５８，７７０，０００
２，０９６，０００
１６，６７０，０００
８，６６０，０００

７，５３６，０００

５６１，２００，０００
５６１，２００，０００

３，７４３，４０５，０００
３，１８４，１１１，０００
５５６，９０４，０００
２，３９０，０００

８０５，２７１，０００
８７，８０９，０００
４，０３４，０００

３５８，３０８，０００
２３，０００

３，０００

１，０００

３，０００

２１８，０１１，０００

２０２，０００

１４，０００

１，０００

０

３８，１６２，０００
９８，７００，０００

５１０，０００，０００
５１０，０００，０００

１７年度予算

３０，２６６，３０６，０００
２２，５１６，３３９，０００
２，２５２，３１０，０００
７４４，１７７，０００

４，６４８，４８０，０００
１０５，０００，０００

２，１９７，８８４，０００
２，１６４，１７０，０００
１，７８９，０００
１６，２３４，０００
７，６６４，０００

８，０２７，０００

６４４，２００，０００
６４４，２００，０００

３，６８６，６９９，０００
３，１０８，６８６，０００
５７８，０１３，０００

０

８１１，５７４，０００
８１，９８５，０００
４，９０９，０００

３２８，６２６，０００
３４０，０００

８０，０００

２９，０００

１０，０００

２４１，６８８，０００

１０１，０００

１４，０００

２，０００

４０，０００

４５，０５０，０００
１０８，７００，０００

５１０，０００，０００
５１０，０００，０００

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入
学術研究振興資金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
厚生施設整備引当特定
資金運用収入
総合情報学部E棟／教室棟借
入返済資金特定預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

資産売却収入
有価証券売却収入

平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
増 減

９，２９３，０００

１５，５４６，０００

△ ６，２５３，０００

０

△ ３５，４７２，０００

△ ２６，３５２，０００

△ ９，１２０，０００

１６７，５６０，０００

６５，３２９，０００

６６，７３０，０００

３，１３５，０００

１６，３６６，０００

１６，０００，０００

△１，１５８，７１４，０００

△ ４３１，８９４，０００

４，８３２，０００

０

△ ５，６５３，０００

６９，７７９，０００

△ ８５６，０００

４３６，０００

８，６２４，０００

△ ７６３，７６１，０００

０

△ ４２，０００，０００

１，７７９，０００

７６８，９０８，０００

１７７，６５３，０００

５９０，２５５，０００

１，０００，０００

△１，８９６，９７７，０００

△２，６４８，０６５，０００

１６年度予算

５４６，００６，０００

３６８，３９７，０００

１７，１９３，０００

１６０，４１６，０００

１，２２２，６７５，０００

１，１０５，１０４，０００

１１７，５７１，０００

５，４２５，２３２，０００

２，５１８，４１９，０００

２，１９８，１９０，０００

９８，７０５，０００

５３５，９１８，０００

７４，０００，０００

５，０３８，９６５，０００

４７４，６８８，０００

２４，１３４，０００

１，４００，０００，０００

１２０，５７１，０００

０

８７，５２５，０００

１８，５６４，０００

４８３，９５８，０００

２，０３２，３０４，０００

１９，０００，０００

３７０，０００，０００

８，２２１，０００

△７，２９３，０３０，０００

△１，２６８，５４３，０００

△６，０１５，４８７，０００

△ ９，０００，０００

２１，８９４，３４９，０００

６５，４５３，５２３，０００

１７年度予算

５５５，２９９，０００

３８３，９４３，０００

１０，９４０，０００

１６０，４１６，０００

１，１８７，２０３，０００

１，０７８，７５２，０００

１０８，４５１，０００

５，５９２，７９２，０００

２，５８３，７４８，０００

２，２６４，９２０，０００

１０１，８４０，０００

５５２，２８４，０００

９０，０００，０００

３，８８０，２５１，０００

４２，７９４，０００

２８，９６６，０００

１，４００，０００，０００

１１４，９１８，０００

６９，７７９，０００

８６，６６９，０００

１９，０００，０００

４９２，５８２，０００

１，２６８，５４３，０００

１９，０００，０００

３２８，０００，０００

１０，０００，０００

△６，５２４，１２２，０００

△１，０９０，８９０，０００

△５，４２５，２３２，０００

△ ８，０００，０００

１９，９９７，３７２，０００

６２，８０５，４５８，０００

科 目

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金収入

雑収入

前受金収入

授業料前受金収入

入学金前受金収入

実験・実習料前受金収入

教育充実費前受金収入

その他の前受金収入

その他の収入

退職給与引当特定資産

からの繰入収入

関西大学退職年金引当

特定資産からの繰入収入

キャンパス整備資金引

当特定資産からの繰入収入

未使用基金果実引当特

定預金からの繰入収入

厚生施設整備引当特定

資金からの繰入収入

総合情報学部E棟／教室棟借入返済

資金特定預金からの繰入収入

修学旅行費等預り資産

からの繰入収入

貸付金回収収入

前期末未収入金収入

修学旅行費等預り金収入

その他の預り金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

期末未収入金

前期末前受金

その他の収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
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３，２８３，０００

２６，３３６，０００

８４，１００，０００

△ ２，０７５，０００

△ １０９，９１０，０００

４，８３２，０００

２２６，２２０，０００

△ ２，２４６，０００

△ １８，５９１，０００

１９，３４１，０００

△ ４，１１７，０００

６，０７９，０００

２２，５６６，０００

５６，７６０，０００

５０，０６２，０００

△ １，０９０，０００

１２，８５８，０００

△ ４５，９５９，０００

３，３３９，０００

９７，３８８，０００

２４，０９９，０００

△ ７６，０００

△ ２１４，０００

１１，４８６，０００

１８１，０００

△ ４，０８７，０００

△ １，５５９，０００

６６，３７７，０００

２，９９５，０００

４，５５５，０００

△ １，００６，０００

△ ３７６，０００

１８，０３８，０００

１３，１１５，０００

△ ９４１，０００

△ ２５１，０００

２９，８５９，０００

△ １，５４７，０００

１０７，０００

５，４５６，０００

１，７４４，０００

６８６，０００

△ ６，２４５，０００

９５９，０００

９９９，０００

△ ２，５７１，０００

８０１，０００

１６年度予算

１９，４９２，４３０，０００

１１，９９５，４６２，０００

５，８５４，６９２，０００

７０，６７１，０００

１，５４７，４７１，０００

２４，１３４，０００

９，２２４，４８２，０００

３６２，４１９，０００

１，８４７，９９０，０００

２８３，１６４，０００

３３６，４５０，０００

１７５，５５７，０００

５８９，４１８，０００

２７１，０１４，０００

９４１，３２９，０００

６，７４０，０００

６８０，５７７，０００

４６，９７０，０００

５３，３２３，０００

２，３１１，８１８，０００

１，１１２，９６９，０００

９２５，０００

６，２５９，０００

１２０，２９７，０００

９，３５６，０００

２３，６９５，０００

４４，２１２，０００

１，５５６，２９９，０００

５５，５８６，０００

４６，６９８，０００

２８，５４９，０００

９６，００４，０００

２５２，３６６，０００

７６，３２８，０００

２９，０６７，０００

１，９２６，０００

２５１，９９０，０００

５９，８０４，０００

５，２４６，０００

５２６，０３１，０００

１７，６０１，０００

１３，９３１，０００

１６，０８１，０００

３７，７９１，０００

９，７７７，０００

１８，４８９，０００

１３，０３４，０００

１７年度予算

１９，４９５，７１３，０００

１２，０２１，７９８，０００

５，９３８，７９２，０００

６８，５９６，０００

１，４３７，５６１，０００

２８，９６６，０００

９，４５０，７０２，０００

３６０，１７３，０００

１，８２９，３９９，０００

３０２，５０５，０００

３３２，３３３，０００

１８１，６３６，０００

６１１，９８４，０００

３２７，７７４，０００

９９１，３９１，０００

５，６５０，０００

６９３，４３５，０００

１，０１１，０００

５６，６６２，０００

２，４０９，２０６，０００

１，１３７，０６８，０００

８４９，０００

６，０４５，０００

１３１，７８３，０００

９，５３７，０００

１９，６０８，０００

４２，６５３，０００

１，６２２，６７６，０００

５８，５８１，０００

５１，２５３，０００

２７，５４３，０００

９５，６２８，０００

２７０，４０４，０００

８９，４４３，０００

２８，１２６，０００

１，６７５，０００

２８１，８４９，０００

５８，２５７，０００

５，３５３，０００

５３１，４８７，０００

１９，３４５，０００

１４，６１７，０００

９，８３６，０００

３８，７５０，０００

１０，７７６，０００

１５，９１８，０００

１３，８３５，０００

科 目

人件費支出

教員人件費支出

職員人件費支出

役員報酬支出

退職金支出

退職年金支出

教育研究経費支出

旅費交通費支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

研究補助費支出

教育等補助費支出

奨学費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

広告費支出

修繕費支出

除去費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

管理経費支出

旅費交通費支出

福利厚生費支出

年金支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

補助費支出

広告費支出

修繕費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

増 減

△ １９，４９３，０００
△ １９，４９３，０００

２５，３７９，０００
２５，３７９，０００

１，０８２，９４６，０００
２，１０２，０１６，０００
４０１，１５０，０００

△１，４１５，３２０，０００
△ ４，９００，０００

△ １４０，２３１，０００
△ ３３４，７９３，０００

１９５，００８，０００
△ １，９７８，０００

１，５３２，０００

△１，４８４，２９９，０００
４，３９０，０００

△ ２７７，９６９，０００

△ ２００，０００，０００

０

０

０

△ ６１６，９３５，０００

９，２１５，０００

△ ３，０００，０００

０

０

△ ４００，０００，０００

△ ２１１，６０９，０００
△ ９５，０００
△ ９５，６３１，０００

４３６，０００
△ １０６，８６２，０００
△ ９，４５７，０００

１００，０００，０００

△ ７８，５３１，０００
△ ６７，９００，０００
△ １０，６３１，０００

△２，２１８，１０７，０００

△２，６４８，０６５，０００

１６年度予算

１８７，６４５，０００
１８７，６４５，０００

６９３，５４５，０００
６９３，５４５，０００

３，２２１，３６４，０００
１，５４７，０６０，０００
２５３，１３４，０００
１，４１５，３２０，０００
５，８５０，０００

１，７９５，７７９，０００
１，４７５，３４２，０００
１３，５７１，０００
３０６，８６６，０００

０

７，３０４，６６０，０００
９２，７６９，０００

２，０３３，７２７，０００

９００，０００，０００

１００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，３５２，１３８，０００

６５，０２６，０００

７０，０００，０００

２００，０００，０００

１９，０００，０００

１，４００，０００，０００

２，２００，９４３，０００
８７７，２５９，０００
６５１，２３１，０００
１８，５６４，０００
４７６，８６２，０００
１７７，０２７，０００

５００，０００，０００

△ ７２０，９９６，０００
△ ５５４，６００，０００
△ １６６，３９６，０００

１９，９９７，３７２，０００

６５，４５３，５２３，０００

１７年度予算

１６８，１５２，０００
１６８，１５２，０００

７１８，９２４，０００
７１８，９２４，０００

４，３０４，３１０，０００
３，６４９，０７６，０００
６５４，２８４，０００

０
９５０，０００

１，６５５，５４８，０００
１，１４０，５４９，０００
２０８，５７９，０００
３０４，８８８，０００
１，５３２，０００

５，８２０，３６１，０００
９７，１５９，０００

１，７５５，７５８，０００

７００，０００，０００

１００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

１，７３５，２０３，０００

７４，２４１，０００

６７，０００，０００

２００，０００，０００

１９，０００，０００

１，０００，０００，０００

１，９８９，３３４，０００
８７７，１６４，０００
５５５，６００，０００
１９，０００，０００
３７０，０００，０００
１６７，５７０，０００

６００，０００，０００

△ ７９９，５２７，０００
△ ６２２，５００，０００
△ １７７，０２７，０００

１７，７７９，２６５，０００

６２，８０５，４５８，０００

科 目

借入金等利息支出
借入金利息支出

借入金等返済支出
借入金返済支出

施設関係支出
建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出

設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出
車輌支出

資産運用支出
関西大学退職年金引当
特定資産への繰入支出
減価償却引当特定資産
への繰入支出
キャンパス整備資金引
当特定資産への繰入支出
情報基盤等整備資金引
当特定資産への繰入支出
工学部設備整備資金引
当特定資産への繰入支出
高中施設整備資金引当
特定資産への繰入支出
第３号基本金引当特定
資産への繰入支出
未使用基金果実引当特
定預金への繰入支出
総合情報学部E棟／教室棟借入
返済資金特定預金への繰入支出
危機対応資金引当特定
預金への繰入支出
修学旅行費等預り資産
への繰入支出
有価証券購入支出

その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支払支出
その他の預り金支払支出
前払金支払支出

予備費

資金支出調整勘定
期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成１８年３月３１日 （単位 千円）

資産の部

（注）１減価償却額の累計額の合計額 ５５，７７７，４０４千円

２徴収不能引当金の合計額 ６，１７３千円

３退職給与引当金の額の算定方法は次のとおりである。

大学の教員および職員 期末要支給額の５０％を基にして私立大学退職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調整額を加減した金額を計上し

ている。

高等学校、中学校、幼稚園の教員 期末要支給額から私学退職金財団よりの交付金相当額を控除した金額の５０％を計上している。

役員 期末要支給額の１００％を計上している。

４関西大学退職年金引当金の額の算定方法は次のとおりである。

関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当計上している。

５翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額 ５，５６５，７４０千円

６大学院法務研究科（法科大学院）教育ローン制度における保証債務額 ２４，６００千円

７通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権移転外ファイナンス・リースのうち、平成１０年４月以降締結したものは次のとおりであ

る。

リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料期末残高

教育研究用機器備品 １，３２８，５９７千円 ５６２，５２０千円

その他の機器備品 ７，７２６千円 １，９３２千円

車輌 ２１，２０６千円 ５，２７９千円

負債の部

増 減

４，６６１，６６３

１，２４９，３２３

０

２，７７３，９３９

△ １０９，２００

△ ４０４，４２０

１４８，０３２

３０７，８８８

１，３４４

△ １，４６８，２６０

３，４１２，３４０

０

△ ３０，４７７

０

０

３８４，５８２

△ ４２，７９４

６８，１９３

１，７５５，７５８

△ ７００，０００

１００，０００

２２，０００

５０，０００

１，７３５，２０３

△ ４０，６７７

△ ６９，７７９

△ １９，６６９

２００，０００

△ １，９０７，２１７

△ ２，２１８，１０７

△ １７７，６５３

５００，０００

△ ９，４５７

０

△ ２，０００

２，７５４，４４６

１６年度末

１３６，３９６，３１９

８１，５４８，２５８

９，０６３，２０６

４４，７９０，４４５

７，５６０，７７１

７，３５４，８３６

３０３，８０５

１１，００６，９３５

０

１，４６８，２６０

５４，８４８，０６１

１８，４９６

２４４，２５６

２２，８８６

１２，４５０

４，５５２，３２７

７，９２４，０４０

６０４，５１５

２６，１３２，９４４

１，７００，０００

４００，０００

１９８，０００

５０，０００

１２，３０２，６３８

２５４，１６１

６９，７７９

１６１，５６９

２００，０００

２６，４８２，４２７

１９，９９７，３７２

１，２６９，８４２

５，００１，９４２

１７７，０２７

１９，０００

１７，２４４

１６２，８７８，７４６

１７年度末

１４１，０５７，９８２

８２，７９７，５８１

９，０６３，２０６

４７，５６４，３８４

７，４５１，５７１

６，９５０，４１６

４５１，８３７

１１，３１４，８２３

１，３４４

０

５８，２６０，４０１

１８，４９６

２１３，７７９

２２，８８６

１２，４５０

４，９３６，９０９

７，８８１，２４６

６７２，７０８

２７，８８８，７０２

１，０００，０００

５００，０００

２２０，０００

１００，０００

１４，０３７，８４１

２１３，４８４

０

１４１，９００

４００，０００

２４，５７５，２１０

１７，７７９，２６５

１，０９２，１８９

５，５０１，９４２

１６７，５７０

１９，０００

１５，２４４

１６５，６３３，１９２

科 目

�固定資産

１有形固定資産

（１）土地

（２）建物

（３）構築物

（４）教育研究用機器備品

（５）その他の機器備品

（６）図書

（７）車輌

（８）建設仮勘定

２その他の固定資産

（１）電話加入権

（２）施設利用権

（３）敷金・保証金

（４）有価証券

（５）長期貸付金

（６）退職給与引当特定資産

（７）関西大学退職年金引当特定資産

（８）減価償却引当特定資産

（９）キャンパス整備資金引当特定資産

（１０）情報基盤等整備資金引当特定資産

（１１）工学部設備整備資金引当特定資産

（１２）高中施設整備資金引当特定資産

（１３）第３号基本金引当特定資産

（１４）未使用基金果実引当特定預金

（１５）厚生施設整備引当特定資金

（１６）総合情報学部E棟／教室棟借入返済資金特定預金

（１７）危機対応資金引当特定預金

�流動資産

（１）現金・預金

（２）未収入金

（３）有価証券

（４）前払金

（５）修学旅行費等預り資産

（６）その他の流動資産

資産の部合計

増 減

△ ６９３，５２５

△ ７１８，９２４

△ ４２，７９４

６８，１９３

１９２，４６０

０

６６，９００

１６７，５６０

０

△ ４２，０００

△ ５０１，０６５

１６年度末

１４，１４６，９３７

５，６１８，３８２

７，９２４，０４０

６０４，５１５

７，０９２，５５６

７１８，９２４

５５９，４００

５，４２５，２３２

１９，０００

３７０，０００

２１，２３９，４９３

１７年度末

１３，４５３，４１２

４，８９９，４５８

７，８８１，２４６

６７２，７０８

７，２８５，０１６

７１８，９２４

６２６，３００

５，５９２，７９２

１９，０００

３２８，０００

２０，７３８，４２８

科 目

�固定負債

（１）長期借入金

（２）退職給与引当金

（３）関西大学退職年金引当金

�流動負債

（１）短期借入金

（２）未払金

（３）前受金

（４）修学旅行費等預り金

（５）その他の預り金

負債の部合計

基本金の部
増 減

５，４９５，９０６
△ ５２８，０００

１，７３５，２０３
６８，０００

６，７７１，１０９

１６年度末

１２７，７２７，１１８
２，３４８，０００
１２，３０２，６３８
２，３４０，０００

１４４，７１７，７５６

１７年度末

１３３，２２３，０２４
１，８２０，０００
１４，０３７，８４１
２，４０８，０００

１５１，４８８，８６５

科 目

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

基本金の部合計

増 減

△ ３，５１５，５９８

△ ３，５１５，５９８

１６年度末

△ ３，０７８，５０３

△ ３，０７８，５０３

１７年度末

△ ６，５９４，１０１

△ ６，５９４，１０１

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

増 減

２，７５４，４４６

１６年度末

１６２，８７８，７４６

１７年度末

１６５，６３３，１９２

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

増 減

３，５１５，５９８，０００

１６年度予算

３，０７８，５０３，０００

１７年度予算

６，５９４，１０１，０００

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

増 減

１，１５５，１５９，０００
２，３６０，４３９，０００

１６年度予算

２，３６０，４３９，０００
７１８，０６４，０００

１７年度予算

３，５１５，５９８，０００
３，０７８，５０３，０００

科 目

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額

消費支出の部
増減

２０５，１１８，０００

２６，３３６，０００

８４，１００，０００

△ ２，０７５，０００

△ ７１，０１１，０００

１６３，３７８，０００

４，３９０，０００

１３０，５２７，０００

△ ２，２４６，０００

△ １８，５９１，０００

１９，３４１，０００

△ ４，１１７，０００

６，０７９，０００

２２，５６６，０００

５６，７６０，０００

５０，０６２，０００

△ １，０９０，０００

△ ９５，６９３，０００

１２，８５８，０００

△ ４５，９５９，０００

３，３３９，０００

９７，３８８，０００

２４，０９９，０００

△ ７６，０００

△ ２１４，０００

１１，４８６，０００

１８１，０００

△ ４，０８７，０００

△ １，５５９，０００

５６，３０３，０００

２，９９５，０００

１６年度予算

１９，３１５，９９４，０００

１１，９９５，４６２，０００

５，８５４，６９２，０００

７０，６７１，０００

７７，０５８，０００

１，２２５，３４２，０００

９２，７６９，０００

１３，８９５，０９５，０００

３６２，４１９，０００

１，８５７，９９０，０００

２８３，１６４，０００

３３６，４５０，０００

１７５，５５７，０００

５８９，４１８，０００

２７１，０１４，０００

９４１，３２９，０００

６，７４０，０００

４，６６０，６１３，０００

６８０，５７７，０００

４６，９７０，０００

５３，３２３，０００

２，３１１，８１８，０００

１，１１２，９６９，０００

９２５，０００

６，２５９，０００

１２０，２９７，０００

９，３５６，０００

２３，６９５，０００

４４，２１２，０００

１，７３９，５０９，０００

５５，５８６，０００

１７年度予算

１９，５２１，１１２，０００

１２，０２１，７９８，０００

５，９３８，７９２，０００

６８，５９６，０００

６，０４７，０００

１，３８８，７２０，０００

９７，１５９，０００

１４，０２５，６２２，０００

３６０，１７３，０００

１，８３９，３９９，０００

３０２，５０５，０００

３３２，３３３，０００

１８１，６３６，０００

６１１，９８４，０００

３２７，７７４，０００

９９１，３９１，０００

５，６５０，０００

４，５６４，９２０，０００

６９３，４３５，０００

１，０１１，０００

５６，６６２，０００

２，４０９，２０６，０００

１，１３７，０６８，０００

８４９，０００

６，０４５，０００

１３１，７８３，０００

９，５３７，０００

１９，６０８，０００

４２，６５３，０００

１，７９５，８１２，０００

５８，５８１，０００

科目

人件費

教員人件費

職員人件費

役員報酬

退職金

退職給与引当金繰入額

関西大学退職年金引当金繰入額

教育研究経費

旅費交通費

消耗品費

印刷・製本費

研究補助費

教育等補助費

奨学費

通信運搬費

光熱水費

広告費

減価償却額

修繕費

除却費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

管理経費

旅費交通費

増減

４，５５５，０００

△ １，００６，０００

△ ３７６，０００

１８，０３８，０００

１３，１１５，０００

△ ９４１，０００

△ ２５１，０００

２９，８５９，０００

△ １０，０７４，０００

△ １，５４７，０００

１０７，０００

５，４５６，０００

１，７４４，０００

６８６，０００

△ ６，２４５，０００

９５９，０００

９９９，０００

△ ２，５７１，０００

８０１，０００

△ １９，４９３，０００

△ １９，４９３，０００

６，６５２，０００

１２，０８７，０００

△ ９，０９６，０００

△ ３３９，０００

４，０００，０００

１００，０００，０００

４７９，１０７，０００

１６年度予算

４６，６９８，０００

２８，５４９，０００

９６，００４，０００

２５２，３６６，０００

７６，３２８，０００

２９，０６７，０００

１，９２６，０００

２５１，９９０，０００

１８３，２１０，０００

５９，８０４，０００

５，２４６，０００

５２６，０３１，０００

１７，６０１，０００

１３，９３１，０００

１６，０８１，０００

３７，７９１，０００

９，７７７，０００

１８，４８９，０００

１３，０３４，０００

１８７，６４５，０００

１８７，６４５，０００

１０４，３０４，０００

６７，０２０，０００

３５，６８５，０００

５９９，０００

１，０００，０００

５００，０００，０００

３５，７４２，５４７，０００

１７年度予算

５１，２５３，０００

２７，５４３，０００

９５，６２８，０００

２７０，４０４，０００

８９，４４３，０００

２８，１２６，０００

１，６７５，０００

２８１，８４９，０００

１７３，１３６，０００

５８，２５７，０００

５，３５３，０００

５３１，４８７，０００

１９，３４５，０００

１４，６１７，０００

９，８３６，０００

３８，７５０，０００

１０，７７６，０００

１５，９１８，０００

１３，８３５，０００

１６８，１５２，０００

１６８，１５２，０００

１１０，９５６，０００

７９，１０７，０００

２６，５８９，０００

２６０，０００

５，０００，０００

６００，０００，０００

３６，２２１，６５４，０００

科目

福利厚生費

年金

消耗品費

印刷・製本費

通信運搬費

光熱水費

補助費

広告費

減価償却額

修繕費

保険料

業務委託費

賃借料

租税公課

諸会費

支払手数料・報酬

渉外費

会議・会合費

雑費

借入金等利息

借入金利息

資産処分差額

建物処分差額

教育研究用機器備品処分差額

その他の機器備品処分差額

図書処分差額

予備費

消費支出の部合計

増減

△ ３３９，４１２，０００
△ ８６，４７７，０００
△ １９２，８５０，０００
△ ２８，８６０，０００
△ ３１，４２５，０００

２００，０００

△ １９５，８４８，０００
△ １９４，６００，０００
△ ３０７，０００
△ ４３６，０００
△ ９９６，０００

４９１，０００

８１，０００，０００
８３，０００，０００

△ ２，０００，０００

△ ５６，７０６，０００
△ ７５，４２５，０００

２１，１０９，０００
△ ２，３９０，０００

６，３０３，０００
△ ５，８２４，０００

８７５，０００

△ ２９，６８２，０００
４０，０００

３１７，０００

７７，０００

１６年度予算

３０，６０５，７１８，０００
２２，６０２，８１６，０００
２，４４５，１６０，０００
７７３，０３７，０００

４，６７９，９０５，０００
１０４，８００，０００

２，３９３，７３２，０００
２，３５８，７７０，０００
２，０９６，０００
１６，６７０，０００
８，６６０，０００
７，５３６，０００

６８１，２００，０００
５６１，２００，０００
１２０，０００，０００

３，７４３，４０５，０００
３，１８４，１１１，０００
５５６，９０４，０００
２，３９０，０００

８０５，２７１，０００
８７，８０９，０００
４，０３４，０００

３５８，３０８，０００
０

２３，０００

３，０００

１７年度予算

３０，２６６，３０６，０００
２２，５１６，３３９，０００
２，２５２，３１０，０００
７４４，１７７，０００

４，６４８，４８０，０００
１０５，０００，０００

２，１９７，８８４，０００
２，１６４，１７０，０００
１，７８９，０００
１６，２３４，０００
７，６６４，０００
８，０２７，０００

７６２，２００，０００
６４４，２００，０００
１１８，０００，０００

３，６８６，６９９，０００
３，１０８，６８６，０００
５７８，０１３，０００

０

８１１，５７４，０００
８１，９８５，０００
４，９０９，０００

３２８，６２６，０００
４０，０００

３４０，０００

８０，０００

科目

学生生徒等納付金
授業料
入学金
実験・実習料
教育充実費
施設費

手数料
入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験実施手数料
その他の手数料

寄付金
特別寄付金
現物寄付金

補助金
国庫補助金
地方公共団体補助金
学術研究振興資金

資産運用収入
退職給与引当特定資産運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入

増減

２８，０００

７，０００

２３，６７７，０００

△ １０１，０００

０

１，０００

６，８８８，０００
１０，０００，０００

０
０

９，２９３，０００
１５，５４６，０００

△ ６，２５３，０００
０

△ ２６５，０８９，０００
△ ２６，３５２，０００
△ ２３８，７３７，０００

△ ７６０，４５９，０００

８４，４０７，０００

△ ６７６，０５２，０００

１６年度予算

１，０００

３，０００

２１８，０１１，０００

２０２，０００

１４，０００

１，０００

３８，１６２，０００
９８，７００，０００

１０，０００，０００
１０，０００，０００

５４６，００６，０００
３６８，３９７，０００
１７，１９３，０００
１６０，４１６，０００

１，４５２，２９２，０００
１，１０５，１０４，０００
３４７，１８８，０００

４０，２３７，６２４，０００

△６，８５５，５１６，０００

３３，３８２，１０８，０００

１７年度予算

２９，０００

１０，０００

２４１，６８８，０００

１０１，０００

１４，０００

２，０００

４５，０５０，０００
１０８，７００，０００

１０，０００，０００
１０，０００，０００

５５５，２９９，０００
３８３，９４３，０００
１０，９４０，０００
１６０，４１６，０００

１，１８７，２０３，０００
１，０７８，７５２，０００
１０８，４５１，０００

３９，４７７，１６５，０００

△６，７７１，１０９，０００

３２，７０６，０５６，０００

科目

工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
第３号基本金引当特定

資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
厚生施設整備引当特定
資金運用収入
総合情報学部E棟／教室棟借入
返済資金特定預金運用収入
受取利息・配当金
施設設備利用料

資産売却差額
有価証券売却差額

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
私学退職金財団交付金
雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

資資金金収収支支予予算算書書
３

収
支
予
算
書

予
算
時
も
年
度
末
財
政
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く

消消費費収収支支予予算算書書

予予想想貸貸借借対対照照表表
（６）平成１７年（２００５年）５月１３日第 ３２６ 号（７）
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５５

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
17
年
度
予
算
に
つ
い
て�

　
強
い
関
西
大
学
の
実
現
に
向
け
て�

その他�
（6.4％）��
86,301円�

一人当たり支出計�

1,468,533円� 人件費�
（45.4％）�
666,714円�

（注）「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返済、�
 　　　または将来取得のための積立金などの資本的支出に充てる額です。�

教育研究�
経　費�
（32.6％）�
478,742円�

管理経費�
（4.2％）�
61,678円�

その他�
（2.0％）�
29,371円�

基本金�
組入額�
（15.8％）�
232,028円�

一人当たり収入計�

1,348,449円�

�

学生生徒等�
納付金�
（76.7％）�
1,034,260円�

手数料�
（5.6％）�
75,513円�

補助金�
（9.3％）�
125,406円�

資産運用�
収　入�
（2.0％）�
26,969円�

収支差額�
（いわゆる赤字）�
△120,084円�

平
成
17
年
度
予
算
に
つ
い
て�

平
成
十
七
年
度
資
金
収
支
予

算
は
、『
資
金
収
支
予
算
書
』
の

と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括

し
た
も
の
が
�
表
１
�
で
す
。

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
借
入
金

等
収
入
、
前
受
金
収
入
な
ど
も

含
め
、
四
百
二
十
八
億
八
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

資
金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経

費
、
施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借

入
金
返
済
な
ど
の
支
出
も
含

め
、
四
百
五
十
億
二
千
六
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
差
し
引
き
当
年

度
不
足
資
金
二
十
二
億
千
八
百

万
円
は
、
前
年
度
繰
越
支
払
資

金
か
ら
充
て
る
こ
と
に
な
り
、

次
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
百
七

十
七
億
七
千
九
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
科
目
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
。

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
授
業
料
、
入
学
金
、
実
験

・
実
習
料
、
教
育
充
実
費
な
ど

で
す
。
学
部
（
昼
間
主
お
よ
び

社
会
学
部
）
学
費
は
、
社
会
・

経
済
情
勢
を
勘
案
し
、
初
年
度

学
費
は
平
成
十
二
年
度
か
ら
平

成
十
七
年
度
の
六
年
間
据
え
置

き
ま
し
た
。

手
数
料
収
入
は
、
入
学
検
定

料
が
主
な
も
の
で
す
。
大
学
院

（
法
科
大
学
院
お
よ
び
会
計
専

門
職
大
学
院
含
む
。）
二
千
二
百

人
、
学
部
六
万
三
千
人
、
高
校

四
百
人
、
中
学
校
六
百
人
、
幼

稚
園
九
十
人
を
見
込
み
ま
し

た
。補

助
金
収
入
は
、
大
学
へ
の

国
の
経
常
費
補
助
金
と
高
校
・

中
学
校
・
幼
稚
園
へ
の
大
阪
府

の
経
常
費
補
助
金
が
主
な
収
入

で
す
。

人
件
費
支
出
は
、
教
員
人
件

費
、
職
員
人
件
費
、
役
員
報

酬
、
退
職
金
な
ど
で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
、
各

設
置
学
校
の
教
育
研
究
活
動
に

必
要
な
消
耗
品
や
業
務
委
託
費

な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
、
学
生
募

集
に
係
る
経
費
お
よ
び
法
人
の

運
営
費
な
ど
で
す
。

施
設
関
係
支
出
は
、
総
合
学

生
会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
建
築
工
事
、以
文
館
「
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ

ー
」（
仮
称
）
建
築
工
事
、
簡
文

館
「
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
建
築
工

事
、
北
斗
寮
改
修
工
事
、
工
学

部
第
六
実
験
棟
建
築
工
事
、
誠

之
館
四
号
館
（
特
別
講
堂
）
改

修
工
事
な
ど
で
す
。

設
備
関
係
支
出
は
、
情
報
機

器
な
ど
の
取
替
更
新
、
総
合
学

生
会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
建
築
工
事
に
伴
う
機
械

装
置
お
よ
び
機
器
備
品
購
入
な

ど
で
す
。

以
文
館
並
び
に
以
文
館「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）

（
平
成
十
八
年
三
月
増
築
完
成
予
想
図
）

平
成
十
七
年
度
消
費
収
支
予

算
は
、『
消
費
収
支
計
算
書
』
の

と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括

す
る
と
、
�
表
２
�
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
収
入

で
、
三
百
九
十
四
億
七
千
七
百

万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
較

で
七
億
六
千
百
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
基
本
金
組
入
額

は
、
施
設
設
備
や
将
来
の
施
設

取
得
に
係
る
積
立
金
や
基
金
な

ど
に
充
当
す
る
も
の
で
、
六
十

七
億
七
千
百
万
円
と
な
り
、
対

前
年
度
比
較
で
八
千
五
百
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
帰
属
収

入
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
控
除

し
て
消
費
支
出
に
充
当
す
る
こ

と
が
で
き
る
消
費
収
入
は
、
三

百
二
十
七
億
六
百
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
比
較
で
六
億
七

千
六
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。消

費
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費

で
、
三
百
六
十
二
億
二
千
二
百

万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
較

で
四
億
八
千
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
十
七
年
度
予
算

に
お
け
る
消
費
収
支
の
均
衡
状

況
を
あ
ら
わ
す
消
費
支
出
超
過

額
は
、
三
十
五
億
千
六
百
万
円

と
な
り
、
対
前
年
度
比
較
で
十

一
億
五
千
六
百
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
次
年
度
へ
繰
越

す
こ
と
に
な
る
繰
越
消
費
支
出

超
過
額
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
消
費
支
出
超
過
額
三
十
億
七

千
八
百
万
円
に
、
当
年
度
消
費

支
出
超
過
額
三
十
五
億
千
六
百

万
円
を
加
え
六
十
五
億
九
千
四

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
累
積
消
費
支
出

超
過
額
の
ほ
か
に
、
建
物
な
ど

の
取
得
に
際
し
借
り
入
れ
た
借

入
金
の
未
返
済
額
に
あ
た
る
基

本
金
未
組
入
額
（
潜
在
的
累
積

赤
字
と
い
わ
れ
る
も
の
）
が
五

十
五
億
六
千
六
百
万
円
あ
り
、

こ
の
二
つ
を
あ
わ
せ
た
累
積
赤

字
と
い
わ
れ
る
額
は
百
二
十
一

億
六
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
予
想
貸
借
対
照
表
に

よ
る
と
、
平
成
十
七
年
度
末
借

入
金
残
高
は
、
当
年
度
中
の
借

入
れ
と
償
還
分
を
差
引
き
、
前

年
度
よ
り
七
億
千
九
百
万
円
減

少
し
て
、
五
十
六
億
千
八
百
万

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

次
に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
、
若
干
説
明

し
ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
ま
す
。

基
本
金
組
入
額
は
、
学
校
法

人
が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た

め
に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器

備
品
、
図
書
、
現
預
金
な
ど
の

資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維
持

す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学

校
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学
校
法

人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資
産
を

取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属
収
入

か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も
っ

て
、
学
校
法
人
資
産
の
「
維
持

す
べ
き
金
額
」
と
し
、
こ
れ
が

「
基
本
金
組
入
額
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
に
は
、

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
や
関

西
大
学
退
職
年
金
引
当
金
繰
入

額
が
含
ま
れ
ま
す
。ま
た
、教
育

研
究
経
費
・
管
理
経
費
に
は
減

価
償
却
額
が
含
ま
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
長
引
く
厳
し

い
経
済
環
境
、
国
立
大
学
の
法

人
化
な
ど
私
立
大
学
を
取
り
巻

く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
平
成
十
七
年
度
の
財

政
見
通
し
も
、
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
危
機
こ
そ
チ
ャ
ン

ス
と
受
け
止
め
、教
育
に
強
い
、

研
究
に
強
い
、社
会
連
携
に
強

い
、Ｉ
Ｔ
に
強
い
、入
学
試
験
に

強
い
、就
職
に
強
い
、
ス
ポ
ー
ツ

に
強
い
、
そ
し
て
財
政
に
強

い
、
す
べ
て
の
面
で
他
大
学
に

負
け
な
い「
強
い
関
西
大
学
」
を

構
築
す
る
た
め
に
、
よ
り
強
固

な
財
政
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

知
識
基
盤
社
会
と
呼
ば
れ
る

今
日
、
社
会
が
大
学
に
期
待
す

る
度
合
い
は
ま
す
ま
す
強
く
な

っ
て
い
ま
す
。

社
会
に
貢
献
す
る
大
学
と
し

て
、
二
十
一
世
紀
を
生
き
延
び

る
た
め
に
も
、
構
成
員
一
人
一

人
が
意
識
改
革
を
行
い
、
全
員

の
英
知
と
力
を
結
集
し
て
、
教

育
研
究
活
動
に
お
け
る
改
革
推

進
だ
け
で
な
く
、
財
政
基
盤
の

強
化
に
も
取
り
組
み
、
目
前
に

迫
っ
た
創
立
百
二
十
周
年
記
念

事
業
の
推
進
に
全
力
を
注
ぎ
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
教
職
員
・

学
生
の
み
な
ら
ず
、
関
係
者
の

皆
様
方
の
大
学
財
政
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援

が
不
可
欠
で
す
。
ど
う
か
従
前

に
も
増
し
て
ご
支
援
、
ご
鞭
撻

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、「
関
西
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
に
も
財
務
情
報
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
が
、
財
務
状
況

の
経
年
比
較
を
追
加
す
る
な

ど
、
さ
ら
に
充
実
す
る
予
定
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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�表１� 資金収支予算総括表 （単位 百万円）

増 減

△１，８９７

△７５１

△４３０

△３２１

△２，２１８

（注）平成１６年度予算は、第１次補正後予算です。（以下同じ。）

�表２� 消費収支予算総括表 （単位 百万円）

増 減

△７６１

８５

△６７６

４８０

△１，１５６

△２，３６０

△３，５１６

平成１６年度予算

２１，８９４

４３，５５９

４５，４５６

△１，８９７

１９，９９７

平成１６年度予算

４０，２３８

△６，８５６

３３，３８２

３５，７４２

△２，３６０

△７１８

△３，０７８

平成１７年度予算

１９，９９７

４２，８０８

４５，０２６

△２，２１８

１７，７７９

平成１７年度予算

３９，４７７

△６，７７１

３２，７０６

３６，２２２

△３，５１６

△３，０７８

△６，５９４

科 目

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科 目

A 帰 属 収 入

B 基 本 金 組 入 額

C 消 費 収 入 ( A + B )

D 消 費 支 出

当年度消費収支差額(C―D)

前年度繰越消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

当
年
度

収
支
予
算
の
概
要

１

資
金
収
支
予
算
に
つ
い
て

２

消
費
収
支
予
算
に
つ
い
て

お
わ
り
に

（８）平成１７年（２００５年）５月１３日第 ３２６ 号



本学と吹田市教育委員会の共催で「関
西大学吹田市民講座」（前期）を４コース
２０テーマで開催します。
会場は、木曜日が千里山キャンパス新

関西大学会館北棟１階多目的ホール、金

曜日が南千里の吹田市立千里市民センタ
ー３階大ホール。広く一般社会人の受講
を歓迎します。
問い合わせは、リードセンター千里山

キャンパス事務室（０６―６３６８―０７２１）まで。 ＊「人権問題研究室公開講座」を除き、各講座とも定員になりしだい締め切ります。

本学と縁の深い明日香を舞台にくり広
げられた日本の古代文化を中心に、多面
的にとりあげた「飛鳥史学文学講座」
が、関西大学飛鳥文化研究所と明日香村中
央公民館との共催で開催されています。

会場は、明日香村中央公民館（奈良県
高市郡明日香村）、受講料は年額５，０００円
・当日のみ受講は１，０００円（テキスト代含
む）。問い合わせは教育後援会（０６―６３６８
―００５５）まで。

「産業セミナー」は、企業経営者、スペシャリストおよび企業・
行政関係者を対象に、研究成果の中間報告と意見交流を通し研究
内容をさらに深めています。会場は阪急グランドビル２６階会議
室。「公開講座」は、学生のための課外教育をはじめ地域社会への
「開かれた大学」や社会人の「生涯教育」のために、やさしく解
説します。会場は千里山キャンパス尚文館１階マルチメディアAV
大教室。問い合わせは経済・政治研究所（０６―６３６８―１１７７）まで。

本学と高槻市立生涯学習センター共催で
「関西大学公開講座（高槻市）」（前期）を一
般社会人を対象に次のテーマで開催しま
す。会場は、高槻市立生涯学習センター。
問い合わせは、リードセンター千里山キ

ャンパス事務室（０６―６３６８―０７２１）まで。

人権問題研究室は、研究成果を学内および社会
に広く還元し、大学内外における人権意識の向上
に寄与するため、学生・教職員・一般市民を対象
に公開講座を開催しています。会場は、４１、４２回
は千里山キャンパス尚文館マルチメディア AV
大教室、４３、４４回は総合図書館３階ホール。問い
合わせは人権問題研究室（０６―６３６８―１１８２）まで。

本学と大阪府立文化情報センター共催で「関
西大学おおさか文化セミナー」（前期）を一般社
会人を対象に次のテーマで開催します。会場は
天六キャンパス。
問い合わせは、リードセンター千里山キャン

パス事務室（０６―６３６８―０７２１）まで。

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

四
月

十
日（
日
）
飛
鳥
古
代
寺
院
跡
研
究
の
動
向

―
飛
鳥
諸
大
寺
の
所
在
地
と
建
立
事
情
―

名
誉
教
授網

干

善

教

五
月

八
日（
日
）
葛
城
氏
と
大
王

―
斎
王
を
め
ぐ
る
古
代
豪
族
た
ち
―

名
誉
教
授上

井

久

義

六
月

十
九
日（
日
）
東
南
ア
ジ
ア
の
美
術

―
タ
イ
の
美
術
工
芸
―

文
学
部
教
授

�

橋

�

博

七
月

十
日（
日
）
飛
鳥
に
お
け
る
「
京
」
の
可
能
性

文
学
部
教
授

高

橋

誠

一

八
月

七
日（
日
）
真
言
五
祖
像
と
空
海
・
嵯
峨
天
皇

文
学
部
教
授

西

本

昌

弘

九
月

十
一
日（
日
）
持
統
天
皇
御
製
歌
僻
案

文
学
部
教
授

大

濱

眞

幸

十
月

九
日（
日
）
古
今
集
の
古
写
本

文
学
部
教
授

田

中

登

十
一
月
十
三
日（
日
）
日
本
の
木
簡
と
中
国
の
簡
牘

―
木
簡
か
ら
見
る
日
中
の
文
化
比
較
―

文
学
部
教
授

藤

田

�

夫

十
二
月
十
一
日（
日
）
中
国
文
明
と
の
接
觸
状
況

―
飛
鳥
朝
ま
で
―

名
誉
教
授奥

村

郁

三

平
成
十
八
年

一
月

八
日（
日
）
「
街
道
を
ゆ
く
」
と
大
和

法
学
部
教
授

山

野

博

史

二
月

十
二
日（
日
）
岡
寺
の
如
意
輪
観
音
像
に
つ
い
て

―
奈
良
時
代
の
観
音
信
仰
の
諸
相
―

名
誉
教
授山

岡

泰

造

三
月

十
二
日（
日
）
女
の
旅

―
江
戸
の
女
シ
リ
ー
ズ
〔
四
〕
―

文
学
部
教
授

藪

田

貫

※
時
間
は
十
三
時
十
五
分
か
ら
約
二
時
間

（
文
学
）
▼
「
日
本
文
学
に
見
る
死
生
観
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

六
月

九
日（
木
）
上
代
文
学
に
見
る
死
生
観

―
『
古
事
記
』
上
巻
の
場
合
―

文
学
部
教
授

大

濱

眞

幸

六
月

十
六
日（
木
）
『
平
家
物
語
』
に
見
る
死
生
観

文
学
部
助
教
授

大

島

薫

六
月
二
十
三
日（
木
）
平
安
文
学
に
見
る
死
生
観

文
学
部
教
授

山

本

登

朗

六
月

三
十
日（
木
）
殉
死
と
忠
義
―
赤
穂
浪
士
の
時
代
―

文
学
部
教
授

藤

田

真

一

七
月

七
日（
木
）
近
代
文
学
の
死
生
観
―
志
賀
直
哉
「
城
の
崎

に
て
」「
暗
夜
行
路
」
の
場
合

文
学
部
教
授

吉

田

永

宏

※
時
間
は
十
時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分

（
工
学
）
▼
「
暮
ら
し
の
中
の
情
報
シ
ス
テ
ム
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

六
月

九
日（
木
）
暮
ら
し
の
中
の
通
信
技
術

工
学
部
教
授

�

田

裕

六
月

十
六
日（
木
）
暮
ら
し
に
溶
け
込
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕

組
み

工
学
部
教
授

山

本

幹

六
月
二
十
三
日（
木
）
暮
ら
し
の
中
の
画
像
処
理
技
術

工
学
部
教
授

棟

安

実

治

六
月

三
十
日（
木
）
安
心
・
安
全
社
会
の
構
築
と
シ
ス
テ
ム
科
学

工
学
部
教
授

田

村

坦

之

七
月

七
日（
木
）
暮
ら
し
の
中
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

工
学
部
教
授

村

中

徳

明

※
時
間
は
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

（
教
育
）
▼
「
大
学
の
地
域
連
携
―
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
め
ざ
し
て
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

六
月

十
日（
金
）
大
学
の
地
域
連
携
と
は
？
―
学
校
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

文
学
部
教
授

山

本

冬

彦

六
月

十
七
日（
金
）
地
域
実
践
心
理
学
の
展
開
―
大
学
生
に
よ
る

子
育
て
支
援

文
学
部
助
教
授

串

崎

真

志

六
月
二
十
四
日（
金
）
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
―
多
様
な
ソ
ー

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方

文
学
部
教
授

狭

間

香
代
子

七
月

一
日（
金
）
地
域
体
育
活
動
の
振
興
を
目
指
し
て

文
学
部
教
授

田

村

典

子

七
月

八
日（
金
）
学
生
と
商
店
街
―
地
域
連
携
か
ら
見
え
て
き

た
も
の

商
学
部
助
教
授

三

谷

真

※
時
間
は
十
時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分

（
法
律
・
政
治
）
▼
「
民
主
主
義
を
問
い
な
お
す
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

六
月

十
日（
金
）
ア
テ
ナ
イ
の
民
主
政

法
学
部
教
授

市

原

靖

久

六
月

十
七
日（
金
）
主
権
と
民
主
主
義

法
学
部
専
任
講
師

西

平

等

六
月
二
十
四
日（
金
）
戦
後
日
本
の
民
主
主
義

法
学
部
教
授

寺

島

俊

穂

七
月

一
日（
金
）
民
主
国
家
に
お
け
る
福
祉

法
学
部
専
任
講
師

�

川

嘉

裕

七
月

八
日（
金
）
９
・
１１
以
後
の
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義

法
学
部
教
授

大
津
留

智
恵
子

※
時
間
は
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

▼
「
世
界
を
巡
る
ー
イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

五
月
二
十
八
日（
土
）
イ
ス
ラ
ー
ム
〜
宗
教
と
社
会

文
学
部
教
授

小

田

淑

子

六
月

四
日（
土
）
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
�
オ
ス
マ

ン
朝
・
ト
ル
コ
共
和
国
・
Ｅ
Ｕ

文
学
部
教
授

新

谷

英

治

六
月

十
一
日（
土
）
現
代
世
界
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
と
パ
レ

ス
チ
ナ

国
立
民
族
学
博
物
館

大
学
院
教
授

臼

杵

陽

六
月
二
十
五
日（
土
）
中
東
の
人
々
の
暮
ら
し
と
文
化

名
誉
教
授

末

尾

至

行

七
月

二
日（
土
）
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
と
イ
ラ
ン

大
阪
外
国
語
大
学

助
教
授

嶋

本

隆

光

※
時
間
は
十
四
時
〜
十
五
時
三
十
分

回

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

４１

五
月
二
十
七
日（
金
）

学
生
か
ら
見
る
部
落
問

題

法
学
部
教
授

�

田

徳

夫

４２

六
月
二
十
四
日（
金
）

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
に

お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

文
学
部
助
教
授

山
ノ
内

裕

子

４３

十
月
二
十
八
日（
金
）

発
達
障
害
児
に
必
要
な

総
合
支
援
と
は

委
嘱
研
究
員

大

島

吉

晴

４４

十
一
月
二
十
五
日（
金
）

生
殖
技
術
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー

社
会
学
部
教
授

石

元

清

英

※
時
間
は
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

産
業
セ
ミ
ナ
ー

回

開
催
日

テ
ー
マ

報
告
者

１６７

六
月

三
日
（
金
）

環
境
経
営
に
有
用
な
環
境

管
理
会
計
の
構
築
を
目
指

し
て

商
学
部
教
授

中

嶌

道

靖

松
下
電
器
グ
ル
ー
プ
の
環

境
経
営

委
嘱
研
究
員

今

井

伸

一

公
開
講
座

回

開
催
日

テ
ー
マ

報
告
者

１６１

五
月

十
八
日
（
水
）

新
し
い
働
き
方
と
活
性
化

〜
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
に
着
目
し
て
〜

社
会
学
部
教
授

森

田

雅

也

１６２

六
月

十
五
日
（
水
）

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
か
ら

企
画
開
発
・
実
践
へ

商
学
部
助
教
授

矢

田

勝

俊

▼
「
大
阪
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

開
催
日

テ
ー
マ

講

師

五
月

十
七
日（
火
）
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ッ
テ
ィ

商
学
部
教
授

陶

山

計

介

五
月
二
十
四
日（
火
）
大
阪
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

工
学
部
助
教
授

倉

田

純

一

五
月
三
十
一
日（
火
）
関
西
圏
三
空
港
問
題

商
学
部
教
授

�

橋

望

六
月

七
日（
火
）
大
阪
の
Ｎ
ｅ
ｗ
ス
ク
ー
ル
―
放
課
後
教
育
の

新
展
開

文
学
部
教
授

山

住

勝

広

六
月

十
四
日（
火
）
文
化
財
と
文
化
遺
産
学
―
大
阪
の
文
化
遺
産

文
学
部
教
授

�

橋

�

博

※
時
間
は
十
八
時
三
十
分
〜
二
十
時

関西大学公開講座（高槻市）
（事情により内容に変更が生じる場合があります。）

経済・政治
研究所 産業セミナー・公開講座

※
時
間
は
十
三
時
十
分
〜
十
六
時
十
分

第２５回関西大学おおさか文化セミナー
（事情により内容に変更が生じる場合があります。）

※
時
間
は
十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

第３４回関西大学吹田市民講座 （事情により内容に変更が
生じる場合があります。）

第３１回飛鳥史学文学講座

人権問題研究室公開講座

（１０）平成１７年（２００５年）５月１３日第 ３２６ 号



����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

受
　
　
賞
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受
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新刊の�新刊の�

関関関関関関関関
大大大大大大大大

周周周周周周周周
年年年年年年年年
にににににににに

関関関関関関関関
大大大大大大大大

周周周周周周周周
年年年年年年年年
にににににににに

関関関関関関関関関関関関関関関関
大大大大大大大大大大大大大大大大

周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年
にににににににににににににににに

学学学学学学学学
生生生生生生生生
諸諸諸諸諸諸諸諸
君君君君君君君君
のののののののの
協協協協協協協協
力力力力力力力力
をををををををを

学学学学学学学学
生生生生生生生生
諸諸諸諸諸諸諸諸
君君君君君君君君
のののののののの
協協協協協協協協
力力力力力力力力
をををををををを

学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生
諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸
君君君君君君君君君君君君君君君君
のののののののののののののののの
協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力
をををををををををををををををを

１１１１１１１２２２２２２２０００００００１１１１１１１２２２２２２２０００００００１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００

全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
Ｆ

Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
）
部
門
委
員
会
で

は
、
教
員
の
授
業
を
改
善
す
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実

践
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
ひ

と
つ
で
あ
る
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
学
生
や
教
員
の
議
論
の
場

に
な
っ
て
い
る
。

六
月
一
日
（
水
）
午
後
に
開

催
す
る
第
八
回
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
大
阪
経
済
大
学
人
間

科
学
部
の
古
宮
昇
先
生
を
迎

え
、「
大
教
室
で
の
効
果
的
な
講

義
の
コ
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
講
演
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
古
宮
先
生

は
臨
床
心
理
学
、
教
育
心
理
学

が
専
門
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
知

見
を
大
学
授
業
に
生
か
し
、
大

教
室
で
の
講
義
を
活
発
で
能
動

的
な
授
業
と
し
て
展
開
し
て
い

く
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
際
に

示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
参
加
者
と
の
間
で
意
見
交

換
を
行
う
ラ
イ
ブ
な
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。な

お
、
場
所
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
関
西
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
等
に

て
案
内
す
る
の
で
、
多
く
の
教

員
や
学
生
が
参
加
し
、
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構

Ｆ
Ｄ
部
門
委
員
長久

保
田
賢
一
）

来
る
、
五
月
二
十
九
日

（
日
）、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
恒
例
の
「
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。
ス

タ
ジ
オ
コ
ー
ナ
ー
や
、
パ
ソ
コ

ン
コ
ー
ナ
ー
等
、
総
合
情
報
学

部
の
特
色
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
が
行
わ
れ
、
毎
年
好

評
を
得
て
い
る
が
、
今
年
も
例

年
以
上
の
企
画
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

ま
ず
、
前
日
の
二
十
八
日

（
土
）
十
七
時
か
ら
「
キ
ャ
ン

パ
ス
祭
前
夜
祭
」
が
開
催
さ
れ

る
。
昨
年
ま
で
の
前
夜
祭
か
ら

さ
ら
に
規
模
を
拡
大
し
、
内
容

の
充
実
が
図
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ

企
画
、
模
擬
店
、
研
究
発
表
、

お
よ
び
そ
の
他
の
企
画
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
当

日
の
企
画
だ
が
、
ま
ず
、
ス
タ

ジ
オ
コ
ー
ナ
ー
で
は
ク
イ
ズ
番

組
の
制
作
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
例
年
以
上
の
参
加
希
望
者

の
来
場
が
見
込
ま
れ
る
。

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

総
合
情
報
学
部
な
ら
で
は
の
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
作
成
し
た

立
体
感
溢
れ
る
「
立
体
写
真
」

の
展
示
お
よ
び
「
イ
ン
タ
ー
ネ

よ
ろ
ず

ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
万
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
新
た
な
企
画
と
し
、

よ
り
パ
ソ
コ
ン
へ
の
親
し
み
を

深
め
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
今
年
も
例
年
ど
お
り

講
演
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
は
言
葉
を
理
解
で

き
る
の
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
総
合
情
報
学
部
の
加
藤
雅

人
教
授
が
語
る
。

そ
の
他
、
毎
年
人
気
を
集
め

る
応
援
団
の
演
舞
演
奏
や
、
学

生
の
研
究
発
表
、模
擬
店
、フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
わ
れ
る
。

訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
も
、
そ

う
で
な
い
人
も
、二
十
八
日
・
二

十
九
日
は
普
段
と
は
異
な
っ
た

空
間
が
展
開
さ
れ
る
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
に
足
を
運
び
、
爽
や
か

な
風
薫
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
全
身

で
体
感
し
て
ほ
し
い
。

な
お
、
総
合
情
報
学
部
の
同

窓
会
も
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
に
合
わ

せ
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
卒
業
生
・
関
係
者
に
と
っ

て
は
、
な
つ
か
し
い
顔
ぶ
れ
が

揃
う
特
別
な
一
日
に
な
り
そ
う

で
あ
る
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
）

来
年
十
一
月
四
日
に
迎
え
る

「
関
大
創
立
百
二
十
周
年
」
ま

で
あ
と
約
五
百
余
日
と
な
り
、

い
よ
い
よ
準
備
段
階
に
入
っ
た

と
同
時
に
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

状
態
に
近
づ
い
て
き
た
。
今
年

も
、
桜
の
咲
く
時
期
に
新
入
生

諸
君
を
迎
え
、
日
一
日
と
来
年

の
「
そ
の
日
」
に
向
け
、
学
内

の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

既
に
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

る
時
に
は
、
学
内
で
は
、
オ
シ

ャ
レ
な
ポ
ス
タ
ー
が
キ
ャ
ン
パ

ス
を
賑
わ
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う

と
思
う
が
、
ぜ
ひ
と
も
学
生
諸

君
も
こ
の
「
関
大
創
立
百
二
十

周
年
」
に
強
い
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。

創
立
百
二
十
周
年
記
念
行
事

は
、
学
生
諸
君
に
関
係
す
る
行

事
も
鋭
意
、
企
画
・
検
討
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
時
期
的
に
学
園
祭

と
同
じ
期
間
と
な
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、「
百
二
十
周
年
」
と
「
学

園
祭
」
の
良
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
来
年
在
学
し
て
い
る
学
生

諸
君
は
、
文
字
通
り
歴
史
的
瞬

間
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
そ
の
活
動
に
大
い
に
期
待

が
か
か
る
。

四
月
か
ら
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
創
立
百
二
十
周
年
記

念
事
業
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
増
え
、
全

国
の
校
友
や
本
学
の
学
生
・
教

職
員
を
は
じ
め
、
本
学
に
関
心

の
あ
る
一
般
の
方
に
も
ア
ク
セ

ス
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容

に
近
づ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

自
負
し
て
い
る
。
今
後
は
、
よ

り
一
層
、
新
し
い
情
報
や
創
意

工
夫
を
こ
ら
し
て
充
実
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
募
金
目
標
額
へ
の
道
程
は

ま
だ
ま
だ
遠
い
が
、
こ
ち
ら
は

一
歩
一
歩
着
実
に
近
づ
け
る
よ

う
努
力
を
傾
注
し
て
い
き
た

い
。
全
関
大
関
係
者
に
対
し
、

な
お
一
層
の
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
記
念
事
業
・
募
金
事
務
室
）

公
務
員
・
心
理
職
対
策
講
座

「
初
級
コ
ー
ス
」
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の

講
座
は
、
国
家
�
種
お
よ
び
地

方
上
級
の
心
理
職
、
家
庭
裁
判

所
調
査
官
補
�
種
、
法
務
教
官

な
ど
の
試
験
を
め
ざ
す
方
の
た

め
の
受
験
対
策
講
座
で
す
。

国
�
・
地
方
上
級
対
策
講
座

「
主
要
五
科
目
コ
ー
ス
」、
法
律

家
養
成
講
座「
基
礎
コ
ー
ス
Ａ
」

「
基
礎
コ
ー
ス
Ｂ
」「
司
法
書
士
基

礎
力
完
成
コ
ー
ス
」
は
四
月
か

ら
開
始
し
ま
し
た
が
、
途
中
か

ら
で
も
受
講
可
能
で
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
六
月
七
日
か
ら
開
講

す
る
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講
座

は
、
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
出
版
・
広
告
、
放
送
の
三

つ
の
業
界
別
ク
ラ
ス
で
受
け
付

け
中
で
す
。

さ
ら
に
、
九
月
か
ら
開
講
す

る
社
会
保
険
労
務
士
講
座
、
十

一
月
か
ら
開
講
す
る
公
認
会
計

士
入
門
講
座
、
税
理
士
講
座
も

引
き
続
き
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、「
講
座
案
内
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）」
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

○
日
本
機
械
学
会
情
報
知
能
精

密
機
器
（
Ｉ
Ｉ
Ｐ
）
部
門

◆
平
成
十
六
年
度
功
績
賞

工
学
部

教
授

多
川

則
男

◆
平
成
十
六
年
度
優
秀
講
演
奨

励
賞

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｄ
二

高

田

茂
則

（
受
賞
日
�
平
成
十
七
年
三
月

二
十
一
日
）

○
日
本
機
械
学
会

◆
平
成
十
六
年
度
日
本
機
械
学

会
船
井
賞

工
学
部

教
授

多
川

則
男

（
受
賞
日
�
平
成
十
七
年
三
月

二
十
二
日
）

○
日
本
化
学
会

◆
二
〇
〇
四
年
度
化
学
技
術
賞

工
学
部

教
授

石
井

康
敬

（
受
賞
日
�
平
成
十
七
年
三
月

二
十
八
日
）

○
資
源
・
素
材
学
会

◆
平
成
十
六
年
度
奨
励
賞

工
学
部

助
手

村
山

憲
弘

（
受
賞
日
�
平
成
十
七
年
三
月

二
十
八
日
）

＊
受
賞
者
の
所
属
・
資
格
は
受

賞
時
の
も
の
。

学生諸団体の行事予定
５月１４日～６月１４日

◆書道部
二回生展
５／１４（土）本学アートギャラリー
◆自転車部
関西学生春期サイクルサッカーリーグ戦
５／１４（土）～１５（日）桃山学院大学
◆野球部
関西学生六大学２００５春季リーグ戦
５／１４（土）～１５（日）南港中央球場
◆アメリカンフットボール部
FLASH BOWL
５／１５（日）長居球技場
第６０回定期戦
６／５（日）横浜スタジアム
◆卓球部
平成１７年度春季関西学生卓球リーグ戦入れ替
え戦
５／１５（日）大阪経済法科大学体育館
平成１７年度関西学生卓球選手権大会
６／３（金）～５（日）松下電器体育館
◆男子バレーボール部
春季リーグ戦
５／１５（日）・２２（日）・２９（日）大阪学院大学 他
◆ボクシング部
近畿学生ボクシングリーグ戦
５／１５（日）・２２（日）・２９（日）・６／５
（日）・１２（日）本学ボクシング場
◆ユネスコ研究部
ユネスコスクール
５／１５（日）千里市民センター
◆陸上ホッケー部
２００５年関西学生ホッケー春季リーグ
５／１５（日）～５／２１（土）舞洲ホッケー場
◆航空部
久住山岳滑翔大会
５／１７（火）～２３（月）久住滑走場
◆バトミントン部
関西学生バトミントン春季リーグ戦大会
５／１７（火）・２２（日）・２７（金）大阪府立
臨海スポーツセンター 他
◆器械体操部
第５５回西日本学生体操選手権大会
５／２０（金）～２１（土）広島県立総合体育館
◆弓道部
関西学生弓道選手権大会
５／２１（土）～２２（日）グリーンアリーナ神戸
◆柔道部
第５５回関西学生柔道優勝大会
第１３回関西学生女子柔道優勝大会
５／２２日（日）尼崎市記念総合体育館
◆重量拳部
関西学生選抜ウエイトリフティング選手権大
会
５／２２（日）本学重量拳練習場
◆女子バレーボール部
平成１７年度関西大学バレーボール連盟女子春
季リーグ戦
５／２２（日）・２９（日）京都教育大学 他
◆速記部
全日本大学速記競技大会
５／２２（日）本学第１学舎A棟

◆混声合唱団「葦」
’０５葦 特講 Live Vol．１
５／２６（木）本学特別講堂
◆美術部
回生展
５／２６（木）～３０（月）吹田メイシアター
新人展
６／１３（月）～１６（木）吹田メイシアター
◆軽音楽部
春定前夜ライブ
５／２８（土）本学特別講堂
春の定期演奏会
６／５（日）バナナホール
◆剣道部
第５０回西日本学生剣道大会
第２０回西日本女子学生剣道大会
５／２８（土）～２９（日）福岡市市民体育館
第３６回大阪学生剣道新人戦大会
第６３回春季大阪学生剣道女子優勝大会
６／１２（日）大阪経済法科大学
◆スキー競技部
春期季節外競技大会
５／２９（日）グリーンピア三木
◆ユースホステル部
全阪ハイク
５／２９（日）鶴見緑地公園
前期交歓会
６／１１（土）～１２（日）枚方野外活動センター
◆射撃部
西日本学生ライフル射撃選手権大会
６／２（木）～５（日）熊本射場
◆千里山法律学会
関西学院大学 学内討論会
６／４（土）関西学院大学
◆落語大学
すねかじり寄席
６／４（土）ワッハ上方演芸ホール
◆囲碁部
関西学生囲碁連盟春季リーグ戦
６／５（日）・１２（日）アルプス江坂
◆空手道部
第４３回西日本大学空手道選手権大会
６／５（日）福岡市民体育館
◆吟詩部
第４８回明治大学関西大学交歓吟詠発表大会
６／５（日）山田ふれあい文化センター
◆少林寺拳法部
２００５年度少林寺拳法関西学生大会
６／５（日）舞洲アリーナ
◆相撲部
第７９回西日本学生相撲選手権大会
６／５（日）堺市大浜公園相撲場
◆ソフトテニス部
大阪学生ソフトテニス優勝大会
６／５（日）・１２（日）関西外国語大 他
◆ゴルフ部
関西学生女子選手権予選
６／６（月）千刈カンツリー倶楽部
◆水上競技部
夏季公認室内選手権
６／１２（日）高槻市民プール

○
総
合
情
報
学
部
教
授

鵜
飼

康
東
編
著

『E
c
o
n
o
m
ic
A
n
a
ly-

s
is
o
f
I
n
f
o
rm
a
tio
n

S
y
s
te
m
I
n
v
e
s
tm
e
n
t

in
B
a
n
k
in
g
I
n
d
u
s-

try

』

（
平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日

・sprin
ger

・
定
価
一
万
五

千
円
�
税
込
�
）

○
�
�
君
他
著

外
国
語
教
育

研
究
機
構
教
授

西
川
和
男
編

訳『
中
国
語
の
誤
用
分
析
―
日
本

人
学
習
者
の
場
合
―
』

（
平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千

五
百
七
十
円
�
税
込
�
）

○
ジ
ュ
ー
ン
・
ロ
ー
ズ
著

文

学
部
教
授

上
村
哲
彦
他
訳

『
性
の
革
命
―
マ
リ
ー
・
ス
ト

ー
プ
ス
伝
―
』

（
平
成
十
七
年
三
月
二
十
七
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三

千
三
百
六
十
円
�
税
込
�
）

○
原
著
者
不
明

文
学
部
助
教

授

森

貴
史
他
訳

『
一
八
世
紀
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
の

博
物
誌
―
完
全
な
る
ビ
ー
ル
醸

造
家
―
』

（
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
千
六

百
八
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

山
本
幾
生
著

『
実
在
と
現
実
―
リ
ア
リ
テ
ィ

の
消
尽
点
へ
向
け
て
―
』

（
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三

千
三
百
六
十
円
�
税
込
�
）

○
外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

杉
谷
眞
佐
子
・
文
学
部
助
教

授

森

貴
史
他
編
著

『
ド
イ
ツ
語
が
織
り
な
す
社
会

と
文
化
』

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千

六
百
七
十
五
円
�
税
込
�
）

○
名
誉
教
授

鳥
井
克
之
著

『
中
国
語
教
学
文
法
概
論
』

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
六

千
八
百
二
十
五
円
�
税
込
�
）

○
経
済
学
部
教
授

石
田

浩

著『
台
湾
民
主
化
と
中
台
経
済
関

係
―
政
治
の
内
向
化
と
経
済
の

外
向
化
―
』

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三

千
七
百
八
十
円
�
税
込
�
）

○
経
済
学
部
助
教
授

前
川
聡

子
著

『
企
業
の
投
資
行
動
と
法
人
課

税
の
経
済
分
析
』

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千

百
五
十
円
�
税
込
�
）

○
社
会
学
部
教
授

妹
尾
剛
光

著『
ロ
ッ
ク
宗
教
思
想
の
展
開
』

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
五

千
七
百
七
十
五
円
�
税
込

�
）

○
総
合
情
報
学
部
教
授

亀
井

克
之
著

『
経
営
者
と
リ
ス
ク
テ
ー
キ
ン

グ
』

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千

六
百
七
十
五
円
�
税
込
�
）

○
法
学
部
教
授

孝
忠
延
夫
著

『
イ
ン
ド
憲
法
と
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
』

（
平
成
十
七
年
四
月
十
日
・
法

律
文
化
社
・
定
価
五
千
四
百
六

十
円
�
税
込
�
）

大教室での講義を魅力的にするために

６月１日に第８回 FDフォーラム開催

今
年
も
盛
大
に
や
り
ま
す
�

高高高高高高高高高高高高高高高高高高
槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻槻
キキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンン
パパパパパパパパパパパパパパパパパパ
スススススススススススススススススス
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
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昨年の関関戦では惜しくも
３対３で内容負けし、連敗を
くい止めることはできません
でしたが、関学との差はじり
じりと狭まってきていると思
います。また、以前は最下位
が続いていた大きな大会で見
事初優勝することができまし
た。今年は強力な新人の入部
によって部内も活気づいてい
ますし、何より強豪大学と練
習試合をするなど、攻めの態

勢に磨きをかける圧倒的な練習量の多
さが、結果に表れて自信につながって
います。
試合では、派手な投げ技だけでなく、

奥の深い寝技にも注目してください。
関関戦のような団体戦ほど、巧みな駆
け引きが必要になってきます。チーム
への貢献の仕方をそれぞれが考えて行
う試合は、４分間の真剣勝負です。
注目選手は、新人の野上耕平（法

1・写真）と試合の決定力を持つ廣渡
真也（文3）です。身長185cm、体
重120kgと大柄の野上は、今大会で
も “野上スペシャル”という大技で
活躍してくれると思います。
関学は身近であり、目標でした。今

年こそ部が一丸となって頑張ってきた
成果を試合で発揮し、チームとして皆
で勝利を味わいたいです。
（商学部４年次生　主将　武川　弘伸）

射撃は自己
追求型のスポ
ーツなので、
最大のライバ
ルは自分自身
です。自分の
掲げた目標に
いかに近づけ
るか、日々の
練習の中で見
出したベスト
の感覚を、本
番でいかに維
持させること
ができるか、スキルの向上に切磋琢磨し
なければなりません。
注目選手は、ジュニア国体での優勝経

験を持つ、新人の安西美帆（文1・写真）
です。射撃というと、一見危険なイメー
ジがあり、男性の競技と思われるかもし
れませんが、実は女性の方が体型的に有
利で点を出しやすく、試合でも男女の区
別はありません。
１時間45分で60発打ち続ける試合は、

集中力の持続が勝敗を左右するため、声を出す
応援は禁止されていますが、試合では、凛（り
ん）とした緊張感を味わってもらえるのではな
いかと期待しています。

（経済学部４年次生　主務　西川　　徹）

６月16日から３日間
関西学院大学で開催

今年は、妥協を許さない引き締ま
った雰囲気の中で、充実した練習を
続けてきました。主将の松下慎宗
（社４）をはじめ森田康之（社４）
や山田裕貴（商３）など、俊足選手
が多くいるので、切れのよいきめの
細かい試合運びが見どころになるは
ずです。ただ、関学にもいいピッチ
ャーがいるので、そこをどう攻略す
るかが勝負の分かれ目といえます。
注目選手は、150kmの豪速球を

投げるサウスポーのピッチャーとし

て、プロ野球界でも話題の的になり
つつある岩田稔（経４・写真）と、
打席では、リーグ通算100安打を
狙う坂口直樹（社４）です。私を含
め、４年次生にとっては今年が最後
の関関戦なので、思い出に残る最高
のプレーをしたいです。応援のある
試合というのは、私たち選手にとっ
て本当に励みになります。みなさん、
ぜひ球場まで足を運んでください。
（経済学部４年次生

主務　高槻　啓二）

150キロの豪腕・岩田

新人・高崎のプレーに注目

ポイント�
観戦�早わかり
�

早わかり
�

み
ん
な
で
応
援
に

総合関関戦杯争奪ソフトボール大会
アメリカンフットボール、ソフトテニス、庭
球、軟式野球、馬術、バスケットボール、バ
ドミントン、陸上ホッケー、レスリング

開会式
アイスホッケー、硬式野球、卓球、バレー、
ラクロス

※時間・場所など詳細は、次号でお知らせいたします。

大島鎌吉記念第26回健康マラソン大会
合気道、空手、剣道、拳法、射撃、柔道、相撲、
ハンドボール、フェンシング、ボート、洋弓、
ラグビー
閉会式

17日
（金）

18日
（土）

16日
（木）

関西学院大学へのアクセス　＜西宮上ケ原キャンパス：兵庫県西宮市上ケ原一番町1-155＞
阪急神戸線「西宮北口」で阪急今津線に乗り換え「甲東園」下車、徒歩12分またはバス5分。 あるい
は「仁川」下車、徒歩12分。公共の交通機関をご利用ください。

関学地下プール

関学弓道場

新西宮ヨットハーバー

服部陸上競技場

プラザ坂下

鶴見緑地球技場

関学体育館小フロア

関学重量挙場

千刈カンツリークラブ

前哨戦（５月13日以降のみ）

5月28日

5月28日、29日

6月4日、5日

6月5日

6月15日

6月11日

6月14日

水上競技

弓道

ヨット

陸上競技

自動車

サッカー

器械体操

重量挙

ゴルフ

日 程 種 目 場 所

国
体
優
勝
・
安
西
に
期
待

出
る
か
「
野
上
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

関関戦をみ
なさんにも楽
しんでもらう
ためのイベン
トとして、前
夜祭がありま
す。私たち応援団バトン・チアリーダー部
や吹奏楽のステージ、体育会の出し物など、
これからはじまる関関戦に向けてのオープ
ニングイベントです。昨年は、両校の体育
会による出し物でも、プレー中とはまた違
った選手たちの顔を見ることができ、とて
も盛り上がりました。
みんなで歌う応援歌に合わせて、関関戦

への気持ちが高まる楽しいイベントです。
ぜひ参加して私たちといっしょに関関戦を
スタートさせましょう。

（社会学部４年次生　田島　祥子）
日時
場所

６月11日（土）12：00～14：00（予定）
大阪市立大阪音楽堂

総
合
関
関
戦

総
合
関
関
戦�
総
合
関
関
戦

総
合
関
関
戦�
総
合
関
関
戦�
総
合
関
関
戦�

長
い
歴
史
の
中
で
、
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
関
西
大
学
と
関
西

学
院
大
学
。
と
も
に
過
去
に
輝
か
し
い
実
績
を
誇
る
両
大
学
体
育

会
で
す
が
、
良
き
友
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
互
い
の
技
術
を
磨

き
、
親
ぼ
く
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
八
年
以
来
、

両
校
の
試
合
が
全
ク
ラ
ブ
を
統
一
し
て
同
じ
日
程
、
同
じ
場
所

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
総
合
関
関
戦
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
試
合
会
場
が
本
学
と

関
西
学
院
大
学
と
で
交
互
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
決
ま
り
と
し
て

い
て
、
今
年
の
会
場
は
関
西
学
院
大
学
で
す
。
本
学
の
選
手
た
ち

に
と
っ
て
は
ア
ウ
ェ
ー
で
の
試
合
と
な
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
応

援
に
行
っ
て
、
選
手
と
一
緒
に
総
合
関
関
戦
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

硬式野球部

柔
道
部

アイスホッケー部

射
撃
部

アイスホッケーのおもしろさはなんとい
ってもスピードです。人の動きやパック
（アイスホッケーのボール）の動きを追う
だけでも、スピードを感じてもらえると思
います。
５人を１グループとし、一度の試合で何

度も選手が入れ替わります。常に本気の体
勢を保つため、その間隔は長くて１分。そ
れほど激しく熱い戦いが繰り広げられま
す。
関関戦は連勝中ですが、油断することな

く、今年は試合内容にこだわっていきたい
です。ミスを最小限に抑えた落ち着きのあ
るプレーで、圧勝することが目標です。
注目選手は北海道出身の新人高崎敏広

（情1）とカナダ生まれのカナダ育ちであ
る竹内スティーブン（商3・写真）です。
二人ともテクニックに長けているので、見
ている者がスカッと気持ちのいい気分にな
るプレーをしてくれると思います。
（商学部４年次生　主務　松田　恭典）

前夜祭で盛り上がろう
バトン・チアリーダー部

平成１７年（２００５年）５月１３日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は６月１５日発行の予定です

第３２６号

こ
の
時
期
、
ど
こ
と
な
く

忙
し
そ
う
に
ス
ー
ツ
姿
で
キ

ャ
ン
パ
ス
を
行
き
交
う
四
年

次
生
諸
君
を
見
か
け
る
。
そ

の
姿
を
目
に
し
て
就
職
活
動

へ
の
期
待
と
不
安
を
募
ら
せ

て
い
る
三
年
次
生
も
少
な
く

な
か
ろ
う
。
本
号
で
は
「
学

年
別
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
１

２
０
％
活
用
ガ
イ
ド
」
に
つ

い
て
特
集
を
組
ん
だ
。
企
業

研
究
の
た
め
の
情
報
収
集
だ

け
で
な
く
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
し
将
来
設
計
に
つ
い

て
考
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
得
る
た
め
に
、
上
位
年
次

生
に
限
ら
ず
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

さ
ら
に
、
本
号
で
は
、
本

年
度
の
大
学
予
算
概
要
を
は

じ
め
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
に

つ
い
て
の
展
望
、
恒
例
の
総

合
関
関
戦
の
み
ど
こ
ろ
な
ど

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
教
育

後
援
会
総
会
に
出
席
さ
れ
る

た
め
に
来
学
さ
れ
た
ご
父
母

に
も
本
学
の
近
況
を
お
知
ら

せ
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
堀

雅
洋
）

�編集後記�
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